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第 1 章 :

紹介

この章では、 CyberLink PowerDVD の主な機能とプログラムの概要について

説明します。 このプログラムを使用するための最小システム要件、 および
最新バージ ョ ンのソフ トウェアへのアップグレード方法についても説明し
ます。

注 ： 当ガイドの内容および対応するプログラムは予告なしに変更する場
合があります。 あらかじめご了承ください。

この章の構成は、 以下の通りです。

• 「よ う こそ」  2 ページ

• 「PowerDVD のプログラムとモード」  3 ページ

• 「システム要件」  9 ページ
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CyberLink PowerDVD
よう こそ
CyberLink のホームエンターテイメン ト製品をご利用いただきありが
と うございます。 CyberLink DVD は、 通常の DVD プレイヤーと同様
に使えるソフ トウェアディスクプレイヤーです。 CyberLink 
PowerDVD のナビゲーシ ョ ンコン ト ロールを使う と、 好みに合わせ
て、 インタラクテ ィブな視聴をお楽しみいただけます。

Blu-ray ディスク *、 DVD、 VCD、 および様々な動画音声形式に対応し
ています。 AVCHD* および AVCREC* ディスクの再生も可能なバー
ジ ョ ンもあります。

また、 二つのモード  ( クラシックモード＆シネマモード ) を提供し、
Movie Remix ルーム * でお気に入りムービーのマイバージ ョ ンを作成
したり、 ムービーコレクシ ョ ン * で、 ムービー視聴履歴をチェ ック
したりすることもできます。

CyberLink PowerDVD は、 PC 向けの総合ディスクプレイヤーです。
ムービーライフをお楽しみください。

このバージ ョ ンの新機能
CyberLink PowerDVD 9 の新機能は以下の通りです。

• AVCHD および AVCREC の再生に対応 *。

• BD-R 1.1*、 BD-RE 2.1*、 BD Profile 1.1 ( ボーナスビュー ) *、 BD 
Profile 2.0 (BD Live) * の再生に対応。

• TrueTheater ビデオエンハンスメン ト技術。

• PowerDVD シネマ再生モード  ( リモコン対応 ) *。

• PowerDVD MCE プラグイン  (Windows Media Center 対応 ) *。

• チャプターサムネイルビューワー。

注 ： * CyberLink PowerDVD のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細につ

いては、 Readme ファイルを参照して ください。
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PowerDVD のプログラムとモー
ド

CyberLink PowerDVD は、 ムービーコンテンツを視聴するのに二つの
モードが利用できます。 クラシックモードは、 今までと同様の使い
やすいモードで、 以下のように表示されます。
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シネマモード
シネマモードは、 リモコンを使って離れた
場所からムービーを視聴するモードです。

チャプタービューワー
楽しいデザインで、 ディスクの
チャプターサムネイルを表示しま
す。

アップグレード
CyberLink PowerDVD をアッ

プグレード します。

TrueTheater コン ト ロール

TrueTheater ビデオエフェク トの

コン ト ロールにアクセスします。

ムービーコレクシ ョ ン
マイムービー、 Movie Remix、
再生記録を確認します。
 4



第 1 章 : 紹介
シネマモードは、 リモコンを使って離れた場所 (3.5 メートル程度 ) 
でムービーを視聴するのに適しています。 シネマモードに切り替え
るには、 タイ トルバー上の  ボタンを選択します。 シネマモード
は以下のように表示されます。

クラシックモード
CyberLink PowerDVD の [ クラシック

モードに切り替え ] を選択します。

再生コン ト ロール
メディアを再生したり、 ディスク
メニューにアクセスしたり しま
す。

ナビゲーシ ョ ン
ナビゲーシ ョ ンボタンは、 Windows 
と同じように操作ができます。

ビデオエンハンスメン ト コン ト ロール
TrueTheater およびハードウェアアクセ

ラレーシ ョ ンのコン ト ロールにアクセ
スします。
5



CyberLink PowerDVD
シネマモードは、 クラシックモードの機能をシンプルにしたもので
す。

注 ： CyberLink PowerDVD のシネマモード機能の詳細については、 製品の

ヘルプファイルを参照して ください。

CyberLink PowerDVD 9 は、 Windows Media Center* にも直接プラグイ
ンできます。 CyberLink PowerDVD 9 のシ ョート カッ トは、 Windows 
Media Center の TV + Movie セクシ ョ ンにあります。

注 ： * CyberLink PowerDVD のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細につ

いては、 Readme ファイルを参照して ください。

主な機能
CyberLink PowerDVD の主な機能は、 以下の通りです。

• Blu-ray ディスクを再生 *。

• AVCHD* and AVCREC* ディスクを再生。

• DivX、 DVD (MPEG-2) 、 DVD+VR、 DVD-VR、 DVD-Audio、 VCD 
(MPEG-1) 、 SVCD、 MiniDVD 形式、 およびハードディスク ド ラ

イブ (HDD) の DVD ファイルを再生。

• 二種類の再生モード ： クラシックモード ・ シネマモード *。

• ディスクのチャプターサムネイル （FancyView ＆グリ ッ ド ・

ビュー） を表示するチャプタービューワー。

• Movie Remix ルームでお気に入りムービーのマイバージ ョ ンを

作成 *。

• ムービーコレクシ ョ ンで、 ディスクコレクシ ョ ン、 お気に入
りムービー、 Movie Remix、 再生記録をチェ ック。

• MoovieLive ウェブサイ トで、 ムービーのレビューを読んだり、

他の人と  Movie Remix を共有。

• TrueTheater HD* は、 元の動画をより高い解像度 ( よりシャー

プ、 ノ イズなし ) にアップスケール。 480p から 1080p まで

アップサンプリング可能。
 6



第 1 章 : 紹介
• TrueTheater Motion* 機能を使う と、 フレームレート を 24fps か
ら  60fps にアップサンプリングし、 アクシ ョ ンムービー等の動

きのあるシーンをよりスムーズに表示。

• TrueTheater Lighting* (CyberLink Eagle Vision) は、 明るさ、 コン

ト ラス ト、 彩度を調整するビデオエンハンスメン ト技術。

• TrueTheater Stretch* (CyberLink Pano Vision) は、 画像中央のゆが

みを最少に抑えるビデオスト レッチング技術。

• TrueTheater Surround* (CyberLink マルチチャネル環境印象モー

ド ) は、 複数のチャンネル出力へステレオサウンドを変換する

音声チャンネル拡張技術。

• TrueTheater Surround* ( バーチャルスピーカモード ) は、

CyberLink が開発したバーチャルサラウンド技術。

• TrueTheater Surround* ( ヘッ ド フォンモード ) は、 ヘッ ド フォ

ンサラウンド音声を提供する技術。

• 独自の二重字幕機能。

• CyberLink モビリテ ィ機能で、 ノートブックパソコンでの再生

時間を延長。

• ロケーシ ョ ン  インジケーター搭載の 4X/9X デジタルズーム。

• 2 点間リピート機能で、 お気に入りのシーンをリピート再生。

• お気に入りのブックマークをインポート＆エクスポート。

• スマート ビデオデインターレースで、 画像をよりスムーズに、
クリアに表示。

注 ： * CyberLink PowerDVD のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細につ

いては、 Readme ファイルを参照して ください。
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PowerDVD バージョ ン
CyberLink PowerDVD で利用可能な機能は、 お使いのバージ ョ ンに
よって異なります。

注 ： バージ ョ ン情報は、 タイ トルバーの [ アップグレード ] ボタンの隣に

記載されています。

バージ ョ ンの詳細については、 Readme ファイルを参照して くださ
い。 ビルド番号を確認するには、 左上の PowerDVD ロゴをクリ ック
するか、 キーボードで Ctrl+A を押して ください。

ソフ トウェアのアップグレード

CyberLink では、 定期的にソフ トウェアのアップグレードを提供して
います。 アップグレードが可能になると、 自動的に確認メ ッセージ
が表示されます。

注 ： この機能を使うには、 インターネッ トに接続する必要があります。

ソフ トウェアのアップグレードをするには、 次の操作を行います。 

1. 次のいずれかの操作を行って、 アップグレード情報のダイア
ログボックスを開きます。

•  ボタンをクリ ッ クします。

• キーボードの [ I ] キーを押します。

•  をクリ ッ クし、 [ アップグレード ] をクリ ッ クします。 

2. アップグレードする機能をクリ ックします。

3. [ アップグレード情報 ] のウィンドウが開きます。
 8
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システム要件
CyberLink PowerDVD のシステム要件は、 ご利用のオペレーシ ョ ンシ
ステム (Windows XP/Vista) によって異なります。 Windows のバージ ョ
ンに合ったシステム要件を確認して ください。

CyberLink PowerDVD は、 処理能力に適したビデオ デインターレース
を選択することで、 パフォーマンスを最適化します。 TrueTheater 
Lighting 技術をオフにする  ( デフォルト ) ことで、 1.6GMHz 以下のプ
ロセッサに対応します。 高度な音声および動画の機能を使う場合は、
2.4 GHz 以上のプロセッサが適しています。

Windows XP Service Pack 3 をお使いの方
インストールする前に、 システムが最小要件を満たしているか確認
して ください。

DVD 再生

Windows XP で DVD を再生するために必要なシステム要件は、 以下の
通りです。

CPU

Intel ：

• 最小要件 ： Pentium 4 2.4 GHz。

• 推奨環境 ： Pentium 4 3.0 GHz 以上。

AMD ：

• 最小要件 ： Sempron 2600+ 1.6 GHz。

• 推奨環境 ： Athlon 64 2800+ 1.8GHz 以上。

システムメモリ  (RAM) 

• 512 MB 以上。
9
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ディスク ド ライブ

• DVD-ROM、 DVD-R/RW、 DVD-RAM、 DVD+R/RW、 DVD Dual、
DVD-Multi、 DVD-ROM/CD-RW コンボド ライブ (1394 対応 ) 、
USB2.0、 ATAPI、 SCSI、 CardBus インターフェイス。

グラフ ィ ッ クカード  (GPU) 

• DirectX 9.0 対応の AGP/PCI Express グラフ ィ ッ クアクセラレー

タ。

注 ： グラフ ィ ッ クカードのド ライバは必ず最新バージョ ンにアップデー
ト して ください。

ディスプレイデバイス

• デジタル / アナログ出力用の TV かコンピュータモニター。

Blu-ray ディスク再生

Windows XP で Blu-ray ディスクを再生するために必要なシステム要
件は、 以下の通りです。

CPU

Intel ：

• 最小要件 ： Pentium 4 541 (3.2 GHz) 、 Pentium D 840 (3.2 GHz) 、
Pentium D 930 (3.0 GHz) 、 935 3.2GHz または 940 (3.2 GHz) 、
Core Duo T2400 (1.83 GHz) 、 Pentium M 755 (2.0 GHz) 、 Core 2 
Duo E4300 1.8 GHz または T5600 1.83 GHz。

• 推奨環境 ： Pentium EE 840 (3.2 GHz) または 955 (3.4 GHz) または 
965 3.73 GHz、 Pentium D 945 (3.4 GHz) 、 950 (3.4 GHz) または 
960 (3.6 GHz) 、 Core Duo T2500 (2 GHz) 、 T2600 (2.16 GHz) また

は T2700 (2.33 GHz) 、 Core 2 Duo E6300 (1.8 GHz) 、 E6400 (2.13 
GHz) 、 E6600 (2.4 GHz) 、 E6700 (2.66 GHz) または X6800 (2.93 
GHz) 、 T7200 (2.00 GHz) 、 T7400 (2.16 GHz) 、 T7600 (2.33GHz) 
Core 2 Quad Q6600 2.4 GHz、 Core 2 Extreme QX6700 2.66 GHz、
または X6800 2.93 GHz。
 10



第 1 章 : 紹介
AMD ：

• 最小要件 ： Athlon 64 X2 3800+ (2 GHz) または 4000+ (2 GHz) 、
Turion 64 X2 TL-50 (1.6 GHz) 、 TL-52 (1.6 GHz) または TL-56 (1.8 
GHz) 。

• 推奨環境 ： Athlon 64-FX、 FX-60 (2.6 GHz) または FX-62 (2.8 
GHz) 、 Athlon 64 X2 4200+ (2.2 GHz) 、 4400+ (2.2 GHz) 、 4600+ 
(2.4 GHz) 、4800+ (2.4 GHz) または 5000+ (2.6 GHz) 、Turion 64 X2 
TL-60 (2.0 GHz) 。

システムメモリ  (RAM) 

• 512MB 以上、 1GB を推奨。

ディスク ド ライブ

• スーパー マルチ ブルー コンボ ディスク  ド ライブ。

• BD-ROM/BD-RE。

グラフ ィ ッ クカード  (GPU) 

Intel ：

• 965、 G33、 G35、 G45 graphics software decoder (Intel Core 2 
Duo E6700 (2.66GHz) / AMD Athlon 64 FX-62 (2.8GHz) 以上を推奨

) 。

• 推奨するド ライバのバージ ョ ン ： 15.8 以上。

• ビデオ RAM ： メモリ  256 MB 以上。

NVIDIA ：

• 最小要件 ： GeForce 7600 GT、 GeForce 7800 GTX 512、 GeForce 
7900 GX2、 GeForce 7900 GTX、 GeForce 7950 GX2。

• 推奨環境 ： GeForce 8400 シリーズ、 GeForce 8500 シリーズ、

GeForce 8600 シリーズ、 GeForce 8800 シリーズ、 GeForce 9400 
シリーズ、 GeForce 9600 シリーズ、 GeForce 9800 シリーズ、

GeForce GTX280。

• 推奨するド ライバのバージ ョ ン ： 174.53 以上。
11
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• ビデオ RAM ： グラフ ィ ッ クカード メモリは 256MB 以上が必要

です。

ATI ：

• 最小要件 ： ATI Radeon X1600 シリーズ、 X1800 シリーズ、

X1900 シリーズ。

• 推奨環境 ： ATI Radeon HD 2400 ・ 2600 ・ 2900 シリーズ、 ATI 
MOBILITY RADEON、 HD 3400 ・ 3600 ・ 3800 シリーズ、 ATI HD 
4600 シリーズ、 ATI HD 4800 シリーズ。

• 推奨するド ライバのバージ ョ ン ： 8.44 以上。

• ビデオ RAM ： グラフ ィ ッ クカード メモリ  256 MB 以上。

注 ： グラフ ィ ッ クカードのド ライバは必ず最新バージョ ンにアップデー
ト して ください。

ディスプレイデバイス

• デジタル出力用の HDCP (High-bandwidth Digital Content 
Protection) 対応のディスプレイ。

• アナログ出力用の TV かコンピュータモニター。

Windows Vista
インス トールする前に、 システムが以下の要件を満たしているか確
認して ください。

DVD 再生

Windows Vista で DVD を再生するために必要なシステム要件は、 以下
の通りです。

CPU

Intel ：

• 最小要件 ： Pentium 4 2.4 GHz。
 12
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• 推奨環境 ： Pentium 4 3.0 GHz 以上。

AMD ：

• 最小要件 ： Sempron 2600+ 1.6 GHz。

• 推奨環境 ： Athlon 64 2800+ 1.8GHz 以上。

システムメモリ  (RAM) 

• 512 MB 以上。

ディスク ド ライブ

• DVD-ROM、 DVD-R/RW、 DVD-RAM、 DVD+R/RW、 DVD Dual、
DVD-Multi、 DVD-ROM/CD-RW コンボド ライブ (1394 対応 ) 、
USB2.0、 ATAPI、 SCSI、 CardBus インターフェイス。

グラフ ィ ッ クカード  (GPU) 

• DirectX 9.0 対応の AGP/PCI Express グラフ ィ ッ クアクセラレー

タ。

注 ： グラフ ィ ッ クカードのド ライバは必ず最新バージョ ンにアップデー
ト して ください。

ディスプレイデバイス

• デジタル / アナログ出力用の TV かコンピュータモニター。

Blu-ray ディスク再生

Windows Vista で Blu-ray ディスクを再生するために必要なシステム要
件は、 以下の通りです。

CPU

Intel ：

• 最小要件 ： Pentium 4 541 (3.2 GHz) 、 Pentium D 840 (3.2 GHz) 、
Pentium D 930 (3.0 GHz) 、 935 3.2GHz または 940 (3.2 GHz) 、
Core Duo T2400 (1.83 GHz) 、 Pentium M 755 (2.0 GHz) 、 Core 2 
Duo E4300 1.8 GHz または T5600 1.83 GHz。
13
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• 推奨環境 ： Pentium EE 840 (3.2 GHz) または 955 (3.4 GHz) または 
965 3.73 GHz、 Pentium D 945 (3.4 GHz) 、 950 (3.4 GHz) または 
960 (3.6 GHz) 、 Core Duo T2500 (2 GHz) 、 T2600 (2.16 GHz) また

は T2700 (2.33 GHz) 、 Core 2 Duo E6300 (1.8 GHz) 、 E6400 (2.13 
GHz) 、 E6600 (2.4 GHz) 、 E6700 (2.66 GHz) または X6800 (2.93 
GHz) 、 T7200 (2.00 GHz) 、 T7400 (2.16 GHz) 、 T7600 (2.33GHz) 
Core 2 Quad Q6600 2.4 GHz、 Core 2 Extreme QX6700 2.66 GHz、
または X6800 2.93 GHz。

AMD ：

• 最小要件 ： Athlon 64 X2 3800+ (2 GHz) または 4000+ (2 GHz) 、
Turion 64 X2 TL-50 (1.6 GHz) 、 TL-52 (1.6 GHz) または TL-56 (1.8 
GHz) 。

• 推奨環境 ： Athlon 64-FX、 FX-60 (2.6 GHz) または FX-62 (2.8 
GHz) 、 Athlon 64 X2 4200+ (2.2 GHz) 、 4400+ (2.2 GHz) 、 4600+ 
(2.4 GHz) 、4800+ (2.4 GHz) または 5000+ (2.6 GHz) 、Turion 64 X2 
TL-60 (2.0 GHz) 。

システムメモリ  (RAM) 

• 1 MB 以上を推奨。

ディスク ド ライブ

• スーパー マルチ ブルー コンボ ディスク  ド ライブ。

• BD-ROM/BD-RE。

グラフ ィ ッ クカード  (GPU) 

Intel ：

• 965、 G33、 G35 グラフ ィ ッ クス ソフ トウェア デコーダ (Intel 
Core 2 Duo E6700 (2.66GHz) / AMD Athlon 64 FX-62 (2.8GHz) 以上

を推奨 ) 。

• 推奨するド ライバのバージ ョ ン ： 15.8 以上。

• ビデオ RAM ： メモリ  256MB 以上。
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NVIDIA ：

• 最小要件 ： GeForce 7600 GT、 GeForce 7800 GTX 512、 GeForce 
7900 GX2、 GeForce 7900 GTX、 GeForce 7950 GX2。

• 推奨環境 ： GeForce 8400 シリーズ、 GeForce 8500 シリーズ、

GeForce 8600 シリーズ、 GeForce 8800 シリーズ、 GeForce 9400 
シリーズ、 GeForce 9600 シリーズ、 GeForce 9800 シリーズ、

GeForce GTX280。

• 推奨するド ライバのバージ ョ ン ： 174.53 以上。

• ビデオ RAM ： グラフ ィ ッ クカード メモリ  256MB 以上。

ATI ：

• 最小要件 ： ATI Radeon X1600 シリーズ、 X1800 シリーズ、

X1900 シリーズ。

• 推奨環境 ： ATI Radeon HD 2400 ・ 2600 ・ 2900 シリーズ、 ATI 
MOBILITY RADEON、 HD 3400 ・ 3600 ・ 3800 シリーズ、 ATI HD 
4600 シリーズ、 ATI HD 4800 シリーズ。

• 推奨するド ライバのバージ ョ ン ： 8.44 以上。

• ビデオ RAM ： グラフ ィ ッ クカード メモリ  256 MB 以上。

注 ： グラフ ィ ッ クカードのド ライバは必ず最新バージョ ンにアップデー
ト して ください。

ディスプレイデバイス

• デジタル出力用の、 HDCP (High-bandwidth Digital Content 
Protection) 対応のディスプレイ。

• アナログ出力用の TV かコンピュータモニター。
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第 2 章 :

PowerDVD の使い方

この章では CyberLink PowerDVD の機能と操作について説明します。 再生可

能なメディアについて、 また使用可能なコン ト ロールやキーボード  シ ョー

ト カ ッ トの詳細についても説明します。 ディ スクのメニューへのアクセス

方法や、 便利な機能も紹介します。 

• 「メディアの再生」  18 ページ

• 「再生コン ト ロール」  24 ページ

• 「メニューへのアクセス」  45 ページ

• 「再生中の便利な機能」  49 ページ
17
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メディアの再生
CyberLink PowerDVD は、 ハイデフ ィニシ ョ ン  コンテンツ、 DVD、 動
画ファイル、 オーディオ CD など、 あらゆるデジタル メディアの再
生が可能です。

対応するメディアの種類と形式
CyberLink PowerDVD が対応する光学ディスクとファイル形式は、 以
下の通りです。

注 ： * CyberLink PowerDVD のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細につ

いては、 Readme ファイルを参照して ください。

CyberLink PowerDVD が対応するファイル形式は、 以下の通りです。

音声形式 ： MP3、 M3U、 MP2、 M4A、 WAV、 WMA、 AOB、 AC3、 CDA、
MID、 RMI

動画形式 ： MPG、 MPEG、 AVI、 DAT、 WMV、 ASF、 VOB、 DVR-MS、
MOD、 TOD、 M2TS、 MP4、 DV、 EVO、 DIV、 DivX、 MPV、 M1V、 TRP、
M2V、 AVC、 MOV、 RMX、 TIVO、 VRO、 WTV

注 ： 詳細リスト を参照するには、 [ プレイリストの編集 ] ウィンドウの [
ファイルの種類 ] タブをクリ ックして ください ( 詳細については、 22
ページの 「プレイリス トの作成」 を参照して ください )。 

ディスクの種類 ファイル形式

Blu-ray ディスク * BDAV、 BDMV

DVD DVD-Video、 AVCHD*、 AVCREC*、 DVD-
VR、 DVD+VR

CD VCD、 SVCD、 オーディオ
 18
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ビデオディスクの再生
ビデオディスク  (Blu-ray ディスク、 DVD、 VCD、 SVCD) をディスク ド
ライブにセッ トすると、 CyberLink PowerDVD は自動的に再生が始ま
ります。 CyberLink PowerDVD 起動時に、 すでにディスクがド ライブ
に入っている場合、  をクリ ッ クしてド ライブを選択し、 [ 再生 ] 
をクリ ッ クします。

オート レジューム ( 続きから再生 )
再生中に [ 停止 ] または [ 閉じる ] をクリ ッ クすると、 別のファイル
やディスクをその後すぐに再生した場合でも、 次回そのディスクを
再生する際には、 前回最後に見たシーンから再生されます。 

オート レジューム機能により、 前回停止したシーンが記録されます。
オート レジューム機能には、 以下のオプシ ョ ンがあります。

• [ 続きから再生 ] をクリ ッ クすると、 前回停止したシーンから

続きを見ることができます。

• [ 最初から再生 ] をクリ ッ クすると、 ディスクの最初から再生

が始まります。

• リモコン、 ノートブックのタ ッチパッ ド、 キーボードを使う
か、 マウスでサムネイルをクリ ック＆ド ラ ッグして、
FancyView のチャプターサムネイルをスクロールします。 特定

のチャプターを選択して、 そのチャプターから再生を開始し
ます。

注 ： レジューム （続きから再生） 機能は動画ファイルには対応しません。
IFO ファイルがある場合、 ハードディスク中の DVD ファイルのみに

対応します。

ディスクを挿入する度にこの機能を表示しないようにするには、 [ プ
レイヤー ] 設定タブの [ オート レジューム設定 ] で設定します。 詳細
については、 80 ページの 「プレイヤーの設定」 を参照して くださ
い。
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Movie Remix の再生
Movie Remix とは、 ムービーのパロディまたは別バージ ョ ンを指しま
す。 Movie Remix は、 CyberLink PowerDVD の Movie Remix ルーム * で
作成したり、 MoovieLive ウェブサイ トからダウンロード したりでき
ます。

注 ： Movie Remix を再生するには、 素材のムービーディスクをディスク ド

ライブにセッ ト してお く必要があります。 * CyberLink PowerDVD のオ

プシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細については、 Readme ファイル

を参照して ください。

CyberLink PowerDVD でムービーを視聴したら、 MoovieLive からその
ムービーの Movie Remix を検索することもできます。 Movie Remix を
ダウンロード して視聴すると、 ムービーの楽しみがさらに広がりま
す。

ダウンロードまたは作成した Movie Remix を再生するには、 以下を
実行します。

1. 素材のムービーディスクがド ライブに挿入されていることを
確認します。

2.  ボタンをクリ ッ クして [ ムービー情報 ] ウィンドウを開

き、 [Movie Remix] タブをクリ ッ クします。

3. 視聴する  Movie Remix を選択して、 [ 再生 ] をクリ ッ クします。

注 ： CyberLink PowerDVD に Movie Remix をインポートすることもできま

す。 インポート したファイルの再生に関する詳細は、 21 ページの

「ファイルの再生」 を参照して ください。

オーディオ CD の再生
ディスク ド ライブにオーディオ CD を挿入すると、 再生が自動的に
始まります。 CyberLink PowerDVD の起動時に、 すでにディスクが
ディスク ド ライブに入っている場合は、  をクリ ッ クして、 ド ライ
ブを選択し、 [ 再生 ] ボタンをクリ ッ クします。
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オーディオ CD のプレイリス ト を編集するには、 次の操作を行いま
す。

1. 再生中に、  をクリ ッ クします。

2. デフォルトでは、 オーディオ CD のト ラ ックのすべてがプレイ

リス トに表示されます。 [ 削除 ] をクリ ックして、 プレイリス

トから不要なト ラ ックを削除します。

3. 終了したら  [OK] をクリ ッ クします。

フ ァイルの再生
CyberLink PowerDVD は、 ディスクタイ トル以外に、 動画や音声ファ
イルも再生できます。 動画や音声のファイルは、 次のいずれかの方
法で再生します。

• CyberLink PowerDVD のユーザーインターフェイスに、 ファイ

ルを直接ドラッグ & ドロップします。

•  をクリ ックし、 [ ハードディスク ド ライブのムービーファ

イルを開く ] を選択し、 メディアが保存されているフォルダを

検索します。 [OK] をクリ ックして、 再生を開始します。

• メディアファイルを右クリ ックして、 [ プログラムから開く ] 
を選択します。 プログラムの一覧から  PowerDVD を選択しま

す。

注 ： CyberLink PowerDVD がディスクモード  ([ メディアを選択 ] ボタンメ

ニューの最初のオプシ ョ ン ) になっているときにデータ  CD を挿入す

ると、 ディスク中のメディアファイルがすべて再生されます。
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プレイリス トの作成

CyberLink PowerDVD を使用すると、 選択したメディアファイルを含
むプレイリス ト を作成し、 連続再生することができます。 この機能
はオーディオファイルの再生に便利ですが、 プレイリス トには動画
ファイルも含めることができます。

プレイリス ト を作成するには、 次の操作を行います。

1.  をクリ ックし、 [ メディアファイルを開く ] を選択します。

[ プレイリス トの編集 ] ウィンドウが開きます。

2. ハード ド ライブ ( 左の画面 ) を検索してファイルを選択し、 映

像や音声ファイルが保存されているフォルダをクリ ッ クしま
す。 メディアファイルは、 上部右の画面に表示されます。

• [ ブラウザ ] タブを選択して、 ローカルのドライブやフォルダ

にあるメディアコンテンツを検索します。

• [ ファイルの種類 ] を選択して、 希望するファイルの種類を選

択します。
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• [UPnP ブラウザ ]  タブからは、 UPnP デジタル ホーム ネッ ト

ワークに保存されているメディアにアクセスできます。 UPnP 
ネッ トワークに保存されているメディアコンテンツの再生に
は、 このタブを使用します。

3. 上部右の画面でファイルを選択して [ 追加 ] をクリ ッ クし、 プ

レイリス トに追加します。 

• フォルダ内のメディアファイル ( サブフォルダは除く ) すべて

を追加するには、 フォルダを左の画面からプレイリス トにド
ラ ッグ & ドロップします。

• PLS か M3U 形式のプレイリス トがある場合、 [ リス ト を読み込

み ] をクリ ッ クします。 この機能を使用すると、 以前読み込ん

だファイルがすべて置き換えられます。 プレイリス トの読み
込み後は、 元のプレイリス ト を変更せずに、 別のファイルを
リス トに追加することもできます。

• 新し く作成した再生リス ト を保存する場合は、 作成後に [ リス

ト を保存 ] をクリ ッ クします。 保存場所を選択して [ 保存 ] を
クリ ッ クします。

4. プレイリス トに入れるメディアファイルをすべて選択したら、
[OK] をクリ ックします。 CyberLink PowerDVD は、 プレイリス

ト中のファイルを再生します。
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再生コン トロール
CyberLink PowerDVD の再生コン トロールを使用すると、 ディスクや
その他のメディア、 またプログラムの主要機能のすべてに簡単にア
クセスできます。

メ インコン ト ロール
CyberLink PowerDVD のメインの再生コン ト ロールからは、 主要機能
の一部にアクセスできます。

注 ： 使用可能な再生コン ト ロールは、 再生中のメディアによって異なり
ます。 

P

A B E

Q WR S T

M

U X

F G H I J K NDC L O

V
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ボタン / アイコン ホッ トキー 説明

A ナビゲーシ ョ ンス
ライダー

経過時間を表示します。
スライダーをクリ ッ クす
ると、 他のシーンにジャ
ンプします。

B 再生 / 一時停止 Enter/Space 
バー

メディアを再生 / 一時停

止します。

C 前のチャプター P 前のチャプターに戻りま
す。

D 次のチャプター N 次のチャプターに進みま
す。

E 巻戻し B ディスクコンテンツを倍
速で巻き戻しします。

F 早送り F ディスクコンテンツを倍
速で早送り します。

G コマ戻し E 前のフレームに移動しま
す。

H コマ送り T 次のフレームに移動しま
す。

I 字幕、 音声言語、
アングル

U ( 字幕 )、H 
( 音声言語 )、
A ( アングル
) 

字幕、 音声言語、 アング
ルの切り替えをします。
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J TrueTheater エ
フェク ト *

TrueTheater エフェク トの

コン ト ロールにアクセス
します。 詳細は、 29 ペー

ジの 「TrueTheater エフェ

ク トウィ ンドウ」 を参照
して ください。

K 設定 Ctrl+C PowerDVD の設定にアク

セスします。

L 音量調整 +,- 音量を調節します。

M ムービーコレク
シ ョ ン

F3 ムービーコレクシ ョ ンに
アクセスします。 詳細は、
58 ページの 「ムービーコ

レクシ ョ ン」 を参照して
ください。

N 情報表示 再生中のメディアの再生
情報を表示します。

O 経過時間 / 残り時

間

経過時間と残り時間を切
り替えます。

P メディアを選択 Ctrl+O 再生するメディアを選択
します。

Q 停止 S メディアを停止します。

R メニュー L 使用可能なディスク メ
ニューにアクセスします。

ボタン / アイコン ホッ トキー 説明
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S チャプタービュー
ワー

ディスクのチャプター
ビューワーにアクセスし
ます。 詳細は、 28 ページ

の 「チャプタービュー
ワー」 を参照して くださ
い。

T 拡張機能 ナンバーパッ ドや追加ボ
タンなど、 拡張機能にア
クセスします。 詳細は、
30 ページの 「拡張機能」

を参照して ください。

U ミ ュート Q 音量を ミ ュートにします。

V ムービー情報ペー
ジ

F2 現在のムービーの詳細情
報やレビューにアクセス
します。 詳細は、 54 ペー

ジの 「ムービー情報ペー
ジ」 を参照して ください。 

W Movie Remix ルー

ム

F4 Movie Remix ルームにア

クセスします。 詳細は、
61 ページの 「Movie 
Remix ルーム」 を参照し

て ください。

X 取り出し Ctrl+E 選択したディスク ド ライ
ブから、 ディスクを取り
出します。

ボタン / アイコン ホッ トキー 説明
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その他の再生ボタン

以下のボタンが、 メディアの再生中に使用可能です。 

チャプタービューワー
チャプタービューワーでは、 チャプターのサムネイルを表示します 
(2 つのモードから選択 )。

注 ： チャプタービューワーは、 コンテンツ保護の理由により、 Blu-ray 
ディスクは再生できません。

• : FancyView で、 チャプターサムネイルを表示します。

リモコン、 キーボード、 ノートブックのタ ッチパッ ドを使っ
て、 サムネイルをスクロールします。 マウスを使って、 チャ
プターサムネイルをクリ ック＆ド ラ ッグすることもできます。

ボタン / アイコン ホッ ト
キー

説明

ポップアップメ
ニュー

Ctrl+P ポップアップメニューの表示 /
非表示は、 Blu-ray ディスクで

のみ利用可能です。

リピート Ctrl+R タイ トル、 チャプター、 曲など
をリピート再生します。 このボ
タンは、 プレイリス トから メ
ディアを再生する場合に、 再生
コン トロールに表示されます。

シャッフル V プレイリス トのアイテムをラン
ダムに再生します。 このボタン
も、 プレイリス トから メディア
を再生する場合に、 再生コン ト
ロールに表示されます。
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特定のチャプターを選択して、 そのチャプターから再生を開
始します。

• : グリ ッ ド ・ ビューで、 チャプターサムネイルを表示し

ます。 リモコンかマウスを使って、 チャプターサムネイルを
ブラウズします。 特定のチャプターを選択して、 そのチャプ
ターから再生を開始します。

注 ： チャプタービューワーを使用すると、 CyberLink PowerDVD はコン

ピュータに全チャプターのサムネイルを保存します。 サムネイルを
管理し、 ディスクの空き容量を確保に関する詳細は、 105 ページの

「DVD の設定」 のチャプタービューワーのサムネイルのセクシ ョ ンを

参照して ください。

TrueTheater エフェク トウィ ンドウ
 ボタンをクリ ッ クして、 TrueTheater エフェク ト * ウィンドウを

表示します。

注 ： TrueTheater エフェク トは、 Blu-ray ディスクタイ トルの再生時は使用

できません。 TrueTheater エフェク トは、 ハードウェアアクセラレー

シ ョ ンが有効になっている間は、 使用できません。
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CyberLink PowerDVD
TrueTheater エフェク トは、 DVD を最高画質で見るための CyberLink 
独自の映像技術です。 これらのエフェク トに関する詳細は、 86 ペー
ジの 「動画の設定」 の TrueTheater エフェク トのセクシ ョ ンを参照し
て ください。

注 ： * CyberLink PowerDVD のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細につ

いては、 Readme ファイルを参照して ください。

拡張機能
[ 拡張機能 ] ウィンドウでは、 See-It-All、 スナップシ ョ ッ ト、 アング
ルの切り替えなどの詳細機能にアクセスできます。 

[ 拡張機能 ] ウィンドウを表示するには、  をクリ ッ クします。

 K

J

 A  B

 E
 F

 G
 H

 I

D

L

N
M

P
O

P

C
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ボタン / アイコン ホッ トキー 説明

A ナビゲーシ ョ ンボ
タン

上 / 下 / 左 /
右 矢印

ディスク メニューを操
作します。

B OK Enter 選択したオプシ ョ ンを
確定します。

C F9 ( 赤 )、
F10 ( 緑 )、
F11 ( 黄 )、
F12 ( 青 ) 

リモコンの同色のボタ
ンに対応します。

D シャッフル V プレイリス トのアイテ
ムをランダムに再生し
ます。

E フレームのキャプ
チャ  ( スナップ

シ ョ ッ ト ) 

C 画像 ファイルと して動

画コンテンツをキャプ
チャします (Blu-ray ディ

スクの再生中は、 使用
できません )。 詳細は、

49 ページの 「お気に入

りのシーンのフレーム
をキャプチャする  ( ス
ナップシ ョ ッ ト )」 を参

照して ください。

F See-It-All Ctrl+S See-It-All 機能を有効化

します。 詳細は、 34
ページの 「See-It-All」 を

参照して ください。
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G アングル切り替え A アングルを切り替えま
す ( 切り替え可能な場合

)。 詳細は、 34 ページの

「アングル切り替え」 を
参照して ください。

H 2 点間リピート X 選択したシーンをリ
ピート します。 詳細は、
34 ページの 「2 点間リ

ピート」 を参照して く
ださい。

I 視覚効果 音声ファイルの再生中
に、 視覚効果 ( コン

ピュータグラフ ィ ック
ス ) が表示されます。

J ブックマーク
ビューワー

ブックマークビュー
ワーにアクセスします。
詳細は、 47 ページの

「チャプタービュー
ワー」 を参照して くだ
さい。

K 次のブックマーク G ブックマークを付けた
シーンに直接移動しま
す。 詳細は、 34 ページ

の 「お気に入りのシー
ンをブックマーク」 を
参照して ください。

ボタン / アイコン ホッ トキー 説明
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メニュー / ナンバーパッ ド

メニュー / ナンバーパッ ドには、 ナビゲーシ ョ ン  ボタン、 数字入力
用キーパッ ド、 その他の機能のボタンがついています。 ステレオの
リモコン同様、 プレイリストやオーディオ CD の再生時に、 ナン
バーパッ ドを使用して再生する ト ラ ッ クの番号を直接入力します。

Say-It-Again
Say-It-Again 機能を使う と、 再生中の会話を繰り返すことができま
す。 Say-It-Again 機能を使うには、 次の操作を行います。

L ブックマークの追
加

M 特定の DVD シーンに

ブックマークを追加し
ます。 詳細は、 34 ペー

ジの 「お気に入りの
シーンをブックマーク」
を参照して ください。

M 1 - +10 0-9、 +10 * ナンバーパッ ドです。

N カラオケ K カラオケモードを切り
替えます。 詳細は、 52
ページの 「カラオケ 
DVD/VCD の再生」 を参

照して ください。

O Say-It-Again W 直前の会話を繰り返し
ます。 詳細は、 33 ペー

ジの 「Say-It-Again」 を

参照して ください。

P リピート Ctrl+R タイ トル、 チャプター、
曲などを繰り返します。

ボタン / アイコン ホッ トキー 説明
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1. 繰り返し再生したい会話シーンで [Say-It-Again] をクリ ッ クし

ます。

2. オフにするには、 も う一度 [Say-It-Again] をクリ ッ クします。

See-It-All
See-It-All 機能を使う と、 ノートパソコンのバッテリ残量とムービー
の残り時間を計算し、 ムービー全体が再生できるように再生スピー
ドを調節します。

アングル切り替え

この機能は、 音楽コンサートのディスクの一部で利用できます。 再
生中にクリ ックして、 アングル間を切り替えます。  

2 点間リピート

リピート機能 ( カスタマイズ可能 ) を使う と、 ムービーの好きな部分
を繰り返し  (2 点間リピート ) 再生できます。 リピート再生の始点と
終点が設定でき、 会話部分のみがリピート される  Say It Again 機能と
は、 この点が異なります。

1. 再生中に、 リピート したいシーンの先頭で [2 点間リピート ] 
ボタンを押して始点を設定します。

2. 再度 [2 点間リピート ] をクリ ッ クして終点を設定します。 設

定したシーンが繰り返し連続再生されます。

3. 2 点間リピート を止めるには、 [2 点間リピート ] ボタンをク

リ ッ クするか、 リピートシーンから移動します ( ナビゲーシ ョ

ンスライダーで次または前のチャプターへ移動 )。

注 ： この機能は、 Blu-ray ディスクの Java (BD-J) には対応していません。

お気に入りのシーンをブックマーク

ディスクの再生中に、 お気に入りのシーンにブックマークをつける
と、 そのシーンを簡単に検索できます。
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注 ： この機能は、 Blu-ray ディスクの Java には対応していません。

シーンにブックマークをつけるには、 次の操作を行います。

• 再生中に、 [ 拡張機能 ] ウィンドウを開き、 お気に入りのシー

ンで  をクリ ックします。

•  をクリ ッ クすると、 ブックマークした次のシーンに移動し

ます。 ブックマークの番号順に再生されます。 この機能は、
再生中のコンテンツにブックマークが付けられている場合の
み有効です。

注 ： ブックマークのインポート とエクスポートに関する詳細は、 86 ペー

ジの 「動画の設定」 を参照して ください。
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エクスプレスメニュー
コンテンツの再生中に、 エクスプレスメニューから、 CyberLink 
PowerDVD のコン ト ロールやオプシ ョ ンにアクセスできます。 エク
スプレスメニューにアクセスするには、 動画コンテンツウィ ンドウ
を右クリ ックします。

エクスプレスメニューはい くつかのセクシ ョ ンに分割されています。

基本コン ト ロール

画面コン ト ロール

DVD メニューコン ト ロール

PowerDVD コン ト ロール

設定コン ト ロール

エクスプレスメニューの設定
 36
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エクスプレスメニューの設定

[ 表示 / 非表示の設定 ] から、 エクスプレスメニューに表示したいコ
ン ト ロールを選択します。 特定のコン トロールを非表示するには、
リス トからチェ ックを外します。

基本コン ト ロール

再生コン ト ロール

CyberLink PowerDVD の再生コン ト ロール ( 再生、 停止、 一時停止な
どの基本コン ト ロール ) が表示されます。

移動

[ 移動 ] オプシ ョ ンから、 再生可能なタイ トルのチャプターを選択し
ます。 チェ ックマークが付いているものは、 現在再生中のタイ トル
で、 タイ トルの右矢印にマウスカーソルを移動するとチャプターが
表示されます。 チャプターへのアクセスには、 [ ブラウザ ] または [
チャプタービューワー ] ウィンドウを使用することもできます。

ブックマーク

[ ブックマーク ] オプシ ョ ンを使う と、 ブックマークを追加したり、
ブックマークを追加したシーンに移動したりできます。 ブックマー
を追加したシーンへのアクセスには、 [ ブラウザ ] または [ チャプ
タービューワー ] ウィンドウを使用することもできます。

フルスクリーン

[ フルスクリーン ] を選択すると、 フルスクリーンモードに切り換わ
ります。

画面コン ト ロール

アスペク ト比

[ アスペク ト比を保持 ] オプシ ョ ンは、 動画コンテンツとウィ ンドウ
のアスペク ト比を保ち、 必要に応じてレターボックスを追加します。

画面に合わせてスト レッチ
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[ 画面に合わせてスト レッチ ] では、 ムービーをスト レッチして動画
ウィンドウのサイズに合わせます。

TrueTheater Stretch*

TrueTheater Stretch 機能は、 フルスクリーンモードでのみ使用できま
す。 ワイ ドスクリーンのアスペク ト比の DVD に適しています ( 例 ：
4:3 モニタで 16:9 が最適 )。 この機能では CyberLink 独自の Pano Vision 
映像技術を使用してムービーをスト レッチし、 モニターのサイズに
合わせます。

注 ： * CyberLink PowerDVD のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細につ

いては、 Readme ファイルを参照して ください。

次のいずれかを選択します。

• スマートス ト レッチ ： 画像の中央はそのままで、 端をわずか
にクロップ＆スト レッチします。

• フ ィ ッ トスクリーン ： 画像の中央はそのままで、 端をわずか
にスト レッチします。

• スマート  2.35:1 ： 2.35:1 アスペク ト比のディスクを再生する場

合、 ワイ ドスクリーン  (16:9 か 16:10) のディスプレイスペース

に最大に表示します。

• カスタムスト レッチ ： [ アスペク ト比 ] タブで設定したカスタ

ムアスペク ト比を適用します。 カスタムのアスペク ト比作成
に関する詳細は、 102 ページの 「アスペク ト比の設定」 を参

照して ください。

Pan & Scan

[Pan & Scan] では、 ディスクコンテンツの中央部分を表示し、 表示エ
リアをド ラッグすることで動画の全範囲を表示します。 この機能は、
フルスクリーンモード、 および 2.35:1 か 1.85:1 のディスクタイ トル
でのみ利用できます (4:3 モニタでのワイドスクリーンコンテンツが
最適 )。 この機能を使用する場合は、 ディスクタイ トルのアスペク ト
比を確認して ください。

Pan & Scan 機能では、 黒帯 ( レターボックス ) なしにコンテンツが表
示されますが、 映像の一部が表示されな く なります。 Pan & Scan の
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デフォルト位置は中央に設定されていますが、 画面を左右にドラ ッ
グして移動させることができます。

デジタルズーム

デジタルズームを使って、 お好みのシーンを拡大表示します。

注 ： デジタルズームはフルスクリーンモードでのみ使用できます。

1. エクスプレスメニューを右クリ ックし、 [ アスペク ト比 ] > [ デ
ジタルズーム ] > (4X) または (9X) を選択します。

2. 画面をクリ ック＆ド ラ ッグして、 拡大画面を移動します。 画
面の左上隅に、 拡大表示されているエリア ( 緑の枠線 ) が、 標

準のスクリーンモード  ( 白の枠線 ) の中に表示されます。

3. フルスクリーンモードに戻るには、 エクスプレスメニュー ( 右
クリ ック ) に戻り、 [ アスペク ト比 ] > [ アスペク ト比を保持 ] 
を選択するか、 他のアスペク ト比を選択します。

設定コン ト ロール

音声言語

[ 音声言語 ] メニューから、 再生する言語を選択します。 再生可能な
言語は、 ディスクタイ トルによって異なります °

字幕メニュー

[ 字幕 ( 主 ) ] で、 デフォルトの字幕を選択します。 通常、 字幕 ( 主 ) 
は画面の下部に表示されます。

[ 字幕 ( 副 ) ] では、 デフォルトの字幕と同時に、 副字幕が必要な場合
に選択します。

Read-It-Clearly

Read-It-Clearly 機能を使う と、 視聴の妨げとならないように字幕の位
置を調整することができます。

[Read-It-Clearly] メニューには、 以下の選択肢があります。

• [ 標準 ] では、 字幕がデフォルトの位置に表示されます。
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• [2.35:1] では、 字幕の位置を  2.35:1 または 2.40:1 のアスペク ト

比のムービーに合わせて調整します。

• [1.85:1] では、 字幕の位置を  1.70:1 または 1.85:1 のアスペク ト

比のムービーに合わせて調整します。

• [ 字幕 ( 主 ) ] については、 [ 下 ] を選択すると字幕を画面の最

下部に移動できます。

• [ 字幕 ( 副 ) ] については、 [ 上 ] を選択すると字幕を画面の最

上部に移動できます。

Blu-ray ディスクコン ト ロール

Blu-ray ディスクタイ トル * を再生する場合、 エクスプレスメニュー
では以下の追加機能が使えます。

注 ： * CyberLink PowerDVD のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細につ

いては、 Readme ファイルを参照して ください。

•  [PiP ビデオ ] を選択して、 ピクチャ ・ イン ・ ピクチャ  (PiP) 
ウィンドウを有効化します ( 一部の Blu-ray ディスクタイ トル

で使用可能 )。 [PiP 音声言語 ] リス トから、 PiP ビデオの言語を

選択します。

• PiP ビデオを表示する場合、 字幕 ( 主 ) に PiP ビデオ用の追加字

幕が表示される場合もあります ( 言語の横に、 <PiP から > と

表示 )。 PiP の字幕を選択すると、 字幕はメインの映像に表示

されます。

注 ： PiP のビデオが終了または閉じられた場合、 最初に選択された字幕 (
主 ) に戻ります。

アングル切り替え

一部のディスクタイ トルで使用できます。 このオプシ ョ ンを選択す
ると、 カ メ ラのアングルを切り替えることができます。 
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カラオケ

[ カラオケ ] オプシ ョ ンは、 カラオケディスクの再生時に使用できま
す。 詳細については、 52 ページの 「カラオケ DVD/VCD の再生」 を
参照して ください。

クローズドキャプシ ョ ン

クローズドキャプシ ョ ンは、 聴覚障害者向けの機能です ( 一部の
ディスクタイ トルに対応 )。 クローズドキャプシ ョ ンは、 動画コンテ
ンツ上に文字で表示されます。 オープンキャプシ ョ ンとは異なり、
映像信号では表示されず、 特殊なデコーダが必要です。

視覚効果

[ 視覚効果 ] 機能を有効にすると、 音楽ファイルの再生中に視覚効果 
( コンピュータグラフ ィ ッ クス ) が表示されます。

再生情報表示

[ 再生情報表示 ] を有効にすると、 OSD ( オンスクリーンディスプレイ
) 上に、 可変ビデオ ビッ ト レートや、 Dolby Digital 5.1、 Dolby Digital 
2.0、 DTS 5.1 といった音声形式、 オーディオ ビッ ト レートが表示さ
れます。 また、 経過時間、 残り時間、 チャプター、 タイ トルの情報
も表示されます。

DVD メニューコン ト ロール

メニューの選択

[ メニュー選択 ] オプシ ョ ンを使う と、 表示可能なメニューに素早く
ジャンプします。 詳細については、 45 ページの 「メニューへのアク
セス」 を参照して く ださい。

続きから再生

[ 続きから再生 ] を選択すると、 直前のシーンに戻ります。 ディスク
メニューを表示するために再生を停止した場合も、 元のシーンに戻
ることができます。 
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PowerDVD コン ト ロール

設定

[ 設定 ] メニューを選択すると、 [ 設定 ] ウィンドウが表示されます。
詳細については、 77 ページの 「設定」 を参照して ください。

アクテ ィベート

このオプシ ョ ンを選択すると、 お使いの CyberLink PowerDVD のアク
テ ィベート  ( 登録 ) やアップグレードが行えます。

バージ ョ ン情報

お使いの CyberLink PowerDVD のバージ ョ ン情報を表示します。

終了

CyberLink PowerDVD のプログラムを終了します。

ミニプレイヤーモード
ミニプレイヤーモードを使う と、 CyberLink PowerDVD がタスクバー
上にに最小化されている場合でも、 基本的な再生機能にアクセスで
きます。 ミニプレイヤーは、 音楽を再生しながら、 [ 動画を表示 ] ボ
タンをクリ ッ クしてタスクバーの上の小さな画面で動画を見る場合
に便利です。

ミニプレイヤーモードを有効化して CyberLink PowerDVD を最小化す
ると、 再生コン ト ロールが Windows のタスクバーに最小化されま
す。

ミニプレイヤーモードを有効化

ミニプレイヤーモードを有効化するには、 Windows のタスクバーの
空いている部分を右クリ ックして [ ツールバー ] を選択し、 
[PowerDVD] をクリ ッ クします。 ミニプレイヤーモードにするには [
最小化 ] ボタンをクリ ッ クし、 ミニプレイヤーモードを終了するに
は [ ミニモードを終了 ] ボタンをクリ ッ クします。
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その他のホッ トキーと機能
CyberLink PowerDVD では、 以下の便利なホッ トキーや機能も使用で
きます。

ホッ トキー 説明

Ctrl+D 副音声を有効化 / 無効化します。

Ctrl+G PG textST を有効化 / 無効化します。 有効化する

と、 BD-ROM プレイヤーは、 文字の字幕スト リー

ムかプレゼンテーシ ョ ングラフ ィ ックスの字幕ス
ト リームを表示します ( 表示可能な場合 )。

Ctrl+N CyberLink PowerDVD を最小化します。

Ctrl+P ポップアップメニューを表示 / 非表示します (Blu-
ray ディスクタイ トルのみ )。

Ctrl+U 字幕 ( 副 ) を表示 / 非表示します。

Ctrl+V セカンダリビデオを有効化 / 無効化します。

Ctrl+W 動画の再生を一時停止し、 メニューがアクテ ィブ
である場合、 再生を再開します。

Ctrl+X CyberLink PowerDVD プログラムを終了します。

Ctrl+Y 字幕 ( 副 ) の位置を変更します。

Ctrl+Q Dolby Headphone

F5 CyberLink PowerDVD をフルスクリーン  モードに切

り替えます。

F6 前のシーンにジャンプします ( シーンの検出に 
CyberLink Rich Video を使用 )。
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特殊キーボード用追加ホッ トキー
CyberLink PowerDVD では、 特殊キーボード  ( 追加のキーが付属して
いるもの ) 用のホッ トキーも用意しています。

F7 コマーシャルをスキップします ( コマーシャルの

検出に CyberLink Rich Video を使用 )。

F8 次のシーンにジャンプします ( シーンの検出に 
CyberLink Rich Video を使用 )。

D OSD ( オンスクリーンディスプレイ ) DVD 再生の

詳細を切り替えます。

J DVD のルート メニューに移動します。

ホッ トキー 説明

Select 選択したオプシ ョ ンを確定します。

Prior 5 秒前へタイムシークします。

Next 5 秒後へタイムシークします。

Apps コンテキスト メニューを表示します。

ホッ トキー 説明
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メニューへのアクセス
CyberLink PowerDVD でメディアを再生中に、 タイ トル、 ルート、
チャプター、 音声、 ブックマークの各メニューに、 簡単にアクセス
できます。 

CyberLink PowerDVD では、 Blu-ray ディスク * のポップアップメ
ニューや DVD-VR ディスクのメニューにもアクセスできます。

注 ： * CyberLink PowerDVD のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細につ

いては、 Readme ファイルを参照して ください。

市販ディスクのメニュー
CyberLink PowerDVD で市販ディスクを再生中に、 プログラムの複数
の場所から  [ タイ トルメニュー ]、 [ ルート メニュー ]、 [ 字幕メ
ニュー ]、 [ 音声メニュー ]、 [ アングルメニュー ]、 [ チャプターメ
ニュー ] にアクセスできます。

注 ： ディスクのタイ トルによっては、 ルート メニュー以外のメニューに
アクセスできないものもあります。 この場合、 ルート メニューから
各設定にアクセスする必要があります。

メニューアイテムにアクセスする方法は、 以下の通りです。

• ディスクの再生が始まった後 ( 警告メ ッセージの後 ) に、 再生

コン ト ロールで  をクリ ッ クします。 表示されるディスクタ

イ トルのメニューは、 ディスクの作成方法によって異なりま
す。

• 動画コンテンツウィンドウを右クリ ックして [ エクスプレスメ

ニュー ] を表示し、 [ メニュー選択 ] を選択します。

注 ： 再生中にディスク メニューを表示し、 その後再度再生する場合は、

画面を右クリ ックして、 [ 続きから再生 ] を選択すると、 直前の

シーンに戻ります。
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再生メニュー
再生メニューには、 チャプターのシ ョート カ ッ トがあり、 ブラウザ
とチャプタービューワーにもアクセスできます。

1. 再生メニューにアクセスするには、 再生コン ト ロールの [ 前の

チャプター ] か [ 次のチャプター ] を右クリ ックします。

チェ ッ クが付いたものは、 現在再生中のチャプターです。

2. 再生するチャプターを選択します。

注 ： [ ブラウザ ] または [ チャプタービューワー ] ウィンドウを選択するこ

ともできます。

ブラウザ

[ ブラウザ ] からは、 再生可能なタイ トル、 チャプター、 ブックマー
クが選択できます。

注 ： [ ブラウザ ] には、 [ エクスプレスメニュー ] の [ 移動 ] オプシ ョ ンや [
ブックマーク ] オプシ ョ ンからもアクセスできます。

1. 再生メニューから  [ ブラウザ ] を選択すると、 [ ブラウザ ] ウィ

ンドウが開き、 タイ トルやチャプターを表示します。 赤いポ
イン トが付いたものは、 現在再生中のチャプターです。

2. チャプターかタイ トルを選択し、 [ 移動 ] をクリ ックして再生

を開始します。
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チャプタービューワー

[ チャプタービューワー ] オプシ ョ ンを選択して、 チャプタービュー
ワー中のチャプターサムネイルを表示します。 詳細については、 28
ページの 「チャプタービューワー」 を参照して ください。

注 ： [ チャプタービューワー ] には、 [ エクスプレスメニュー ] の [ 移動 ] 
オプシ ョ ンや [ ブックマーク ] オプシ ョ ンからもアクセスできます。

この機能は、 コンテンツ保護の理由により、 Blu-ray ディスクは再生

できません。

Blu-ray ディスクのポップアップメニュー
Blu-ray ディスクタイ トルのほとんどで、 ポップアップメニューから、
シーン選択や他の機能にアクセスできます。

注 ： * CyberLink PowerDVD のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細につ

いては、 Readme ファイルを参照して ください。

[ ポップアップメニュー ] ボタンをクリ ッ クすると、 再生中のコンテ
ンツのメニューが表示されます。 

注 ： Blu-ray ディスクのポップアップメニューには、 キーボードの Ctrl+P 
を押してもアクセスできます。

DVD-VR 形式でのメニューの使用
DVD-VR 動画形式のディスクでは、 [ プログラムセッ ト ビューワー ] 
から メニューにアクセスできます。

1. 再生コン ト ロールの  ボタンをクリ ッ クします。 

2. [ プログラムセッ ト ビューワー ] を選択して、 各タイ トルや

チャプターの最初のフレームを表示します。

3. タイ トル / チャプターのサムネイルをクリ ックして再生を開

始するか、 [ 閉じる ] をクリ ックしてビューワーを閉じます。
47



CyberLink PowerDVD
注 ： プレイリス トがあれば、 ここで表示することもできます。
 48



第 2 章 : PowerDVD の使い方
再生中の便利な機能
メディアの再生中に使用できる便利な機能は、 以下の通りです。

タイムサーチ
[ タイムサーチ ] 機能を使用すると、 ムービー、 動画、 曲の特定の時
間位置にジャンプできます。

タイムサーチを使用するには、 次の操作を行います。

1. ナビゲーシ ョ ンスライダーを右クリ ックすると、 [ タイムサー

チ ] ダイアログボックスが表示されます。

2. 時間 ( 時間、 分、 秒 ) を入力して、 [OK] をクリ ックします。 入

力した時間から再生が始まります。

お気に入りのシーンのフレームをキャプ
チャする  ( スナップシ ョ ッ ト ) 

CyberLink PowerDVD では、 動画の再生中に、 お気に入りのシーンか
ら個々のフレームをキャプチャできます。 キャプチャしたフレーム
は、 ファイルと して保存したり、 壁紙にしたり、 CyberLink 
PowerDVD のスタートアップ画像として使用したりできます。 また、
キャプチャした画像をクリ ップボードに送って、 別の用途に使用す
ることもできます。

注 ： この機能は、 Blu-ray ディスクのタイ トルには対応していません。
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キャプチャオプシ ョ ン  ( スナップシ ョ ッ ト ) の設定

フレームのキャプチャを行う前に、 キャプチャのタイプとサイズを
選択します。

注 ： キャプチャの形式やカスタムサイズなどのキャプチャ  オプシ ョ ンは、

[PowerDVD 設定 ] の [ プレイヤー ] から設定できます。 詳細について

は、 82 ページの 「キャプチャ」 を参照して く ださい。

キャプチャオプシ ョ ンを設定するには、 次の操作を行います。

1. コンテンツの再生中に、 再生コン ト ロールの  ボタンをク

リ ッ クし、   ボタンを右クリ ックします。 キャプチャオプ

シ ョ ンが表示されます。

2. キャプチャ先を次のように設定します。

• クリ ップボードにキャプチャする ： キャプチャした画像をク
リ ップボードに送る場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。
画像は手作業で別の場所やプログラムに貼り付けます。

• ファイルとしてキャプチャする ： キャプチャした画像を特定
の形式のファイルとしてコンピュータのスナップシ ョ ッ ト
フォルダに保存する場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。

• 壁紙として中央にキャプチャする ： キャプチャした画像をコ
ンピュータのデスク ト ップの壁紙として中央に表示する場合
に、 このオプシ ョ ンを選択します。

• 壁紙として並べてキャプチャする ： キャプチャした画像をコ

ンピュータのデスク ト ップの壁紙として並べて表示する場合
に、 このオプシ ョ ンを選択します。
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3. キャプチャサイズを次のように設定します。

• 元のソースサイズに合わせる ： 元の動画サイズ (720X480 や 
720X576 など ) で画像をキャプチャする場合に、 このオプシ ョ

ンを選択します。

• 画面サイズに合わせる ： キャプチャ画像を現在の画面サイズ
に合わせて保存する場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。

• カスタムサイズ ： [ 設定 ] ウィンドウの [ キャプチャ ] タブで設

定したカスタムサイズで画像をキャプチャする場合に、 この
オプシ ョ ンを選択します。

画像のキャプチャ  ( スナップシ ョ ッ ト ) 
1. 再生中に、  ボタンをクリ ッ クするか、 キーボードで C キー

を押して、 現在の動画コンテンツのフレームをキャプチャし
ます。

2. より正確にキャプチャするには、 シーンを一時停止したり、
スローモーシ ョ ンで再生したり、 コマ送りをしたり して、
キャプチャします。

注 ： キャプチャする画像の保存先は、 [ 設定 ] ウィンドウで設定できます。

詳細については、 82 ページの 「キャプチャ」 を参照して ください。

外部字幕の読み込み
ディスク以外の動画ファイルを再生する場合、 CyberLink PowerDVD 
は動画ファイルと同じフォルダ内から字幕を検索します。 ファイル
が見つかると、 エクスプレスメニューの [ 字幕 ] オプシ ョ ンに表示さ
れます。

注 ： この機能を使用できるのは、 DivX 動画ファイルの再生中のみです。

CyberLink PowerDVD は、 SMI、 ASS、 SAA、 PSB、 SRT、 SUB の字幕形
式に対応しています。 また、 ファイル名に言語識別子 (xxxx.cht.sub
など ) がある場合、 別の言語にも対応します。
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カラオケ DVD/VCD の再生
CyberLink PowerDVD を使用して、 カラオケの DVD や VCD を再生でき
ます。 DVD/VCD のケースについているカラオケマークを確認して く
ださい。

カラオケオプシ ョ ンを選択する
1. カラオケディスクを挿入したら、 マイクが正し く取り付けて

あることを確認して ください。

2. [ 再生 ] をクリ ッ クすると、 メニュー画面が表示されます。 表

示されない場合、 [ メディアを選択 ] をクリ ッ クして、 正しい

ド ライブを選択します。

3. メニューパッ ドのナビゲーシ ョ ンボタンを使用するか、 マウ
スでクリ ックして曲を選択します。

4. 再生中に、 [ 拡張機能 ] の   ボタンをクリ ッ クするか、 エク

スプレスメニュー ( 画面を右クリ ック ) から  [ カラオケ ] を選

択します。

5. 左 または 右 ( 左＋右 ) のボーカルチャンネルから選択します。

6. カラオケ VCD を再生する場合、 エクスプレスメニューで声と

音楽のミキシングに適した音声チャンネルを選択します。

キーの調整

カラオケのキーは [ キーの調整 ] 機能で調節します。

キーを調節するには、 次の操作を行います。

1. [ 拡張機能 ] にある   ボタンを右クリ ックします。

2. [ キーの調整 ] を選択し、 調節します。
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PowerDVD ムービー
の追加機能

この章では、 CyberLink PowerDVD で提供している、 ユーザーが好みのバー

ジ ョ ンのムービーを作成できる  Movie Remix 設定などの特別な機能につい

て説明します。 [ ムービーコレクシ ョ ン ] でのディスク管理の方法や、 [ ムー

ビー情報 ] ページでのムービーの詳細情報の表示方法を説明します。

この章の構成は、 以下の通りです。

• 「ムービー情報ページ」  54 ページ

• 「ムービーコレクシ ョ ン」  58 ページ

• 「Movie Remix ルーム」  61 ページ
53



CyberLink PowerDVD
ムービー情報ページ
[ ムービー情報 ] ページには、 再生中のディスクの詳細情報が表示さ
れます。 MoovieLive ウェブサイ トからムービー情報をダウンロード
します。 また、 以前視聴したディスクに関しては、 コンピュータか
ら保存データを検索します。

[ ムービー情報 ] ページを表示するには、 メインコン ト ロールパネル
の  を選択します。

[ ムービー情報 ] には、 ムービー情報、 Movie Remix、 視聴履歴、 ディ
スク情報等が表示されます。

MoovieLive
MoovieLive は、 ムービーの情報共有が楽しめるウェブサービスです。
Moovie Live でできることは、 以下の通りです。

• ムービーの評価、 レビュー、 再生情報を表示。

• ムービーの詳細情報を表示。

• ムービー情報に、 レビュー、 評価、 更新内容を追加。

• ムービーの Movie Remixi を視聴、 ダウンロード。

• ムービーのディスク情報を表示。

MoovieLive にサインインするには、 [ ムービー情報 ] ページ左下の 
[MoovieLive にサインイン ] のリンクをクリ ックします。

MoovieLive ウェブサイ トの機能やサービスに関する詳細は、
www.moovielive.com をご覧ください。

ムービー情報
[ ムービー情報 ] ページには、 再生中のムービーの詳細情報が表示さ
れます。 再生中のムービーに情報が表示されていない場合は、 [ ダウ
ンロード ] ボタンをクリ ッ クします。
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MoovieLive にムービーを追加

再生中のムービーが MoovieLive で見つからない場合は、 自分で新し
い情報を追加し、 アップロードすることができます。

注 ：  をクリ ックし、 MoovieLive でムービーを検索してから、 情報を

追加するようにして ください。

ムービーが見つかったら、 情報を入力し、 [ 保存 ] をクリ ックしま
す。 [ アップロード ] をクリ ッ クし、 MoovieLive ウェブサイ トに情報
を公開します。

ムービーをマイムービーに追加

視聴したムービーが気に入り、 今後もレビューを読んだり  Movie 
Remix を視聴したりする場合は、 そのムービーを  [ ムービーコレク
シ ョ ン ] に追加できます。 この処理を行うには、 [ ムービーを追加 ] 
をクリ ッ クします。 ムービーコレクシ ョ ンに関する詳細は、 58 ペー
ジの 「ムービーコレクシ ョ ン」 を参照して ください。

レビューの記入と送信

 [ マイレビュー ] の欄にムービーのレビューを入力します。 書き終
わったら、 自分の記録用に保存するか、 [ アップロード ] をクリ ック
して、 MoovieLive に送信し、 他の人に公開したりできます。

Movie Remix
[Movie Remix] タブには、 現在のムービーの Movie Remix が表示され
ます。 これらの Movie Remix は、 Movie Remix ルームで作成したもの
か、 MoovieLive でダウンロード したものです。

注 ： * CyberLink PowerDVD のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細につ

いては、 Readme ファイルを参照して ください。
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Movie Remix に関する詳細は、 20 ページの 「Movie Remix の再生」 を
参照して ください。 Movie Remix の作成に関する詳細は、 61 ページ
の 「Movie Remix ルーム」 を参照して ください。

パーソナルメモ
[ パーソナルメモ ] タブでは、 評価や視聴日など、 ムービーの個人的
な視聴情報を記録できます。

• 自分の評価 : 星印をクリ ックして、 ムービーの評価を行いま

す。

• タグ ： MoovieLive ユーザーがムービーのレビューを検索する

際に役立つキーワードを、 タグに入力します。

再生記録 

再生記録セクシ ョ ンにはムービーの視聴履歴が記録されます。
CyberLink PowerDVD でムービーを視聴すると、 再生記録が追加され
ます。 CyberLink PowerDVD 以外 ( 映画館やテレビなど ) で視聴した場
合、 [ 追加 ] をクリ ッ クして再生記録を視聴履歴に追加できます。

• 視聴方法 ： ムービーを見た手段を選択します。

• 日付 ： ムービーを視聴した日付を入力します。

• 種類 ： DVD か Blu-ray ディスクなどの種類を選択します。 映画

館かテレビで見た場合は、 [ ムービー ] を選択します。

• 時間 ： ムービーを視聴した時間を入力します。

• メモ ： ムービーに関する個人的なメモを入力します。 たとえ
ば、 どこで誰と見たかなどを記録します。

[ 保存 ] ボタンをクリ ッ クしてパーソナル メモを保存します。
MoovieLive にこの情報を公開する場合は [ アップロード ] をクリ ッ ク
します。

注 ： [ ムービーコレクシ ョ ン ] には、 CyberLink PowerDVD で再生したムー

ビーの視聴履歴が表示されます。 詳細については、 60 ページの

「PowerDVD での再生記録」 を参照して ください。
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ディスク情報
[ ディスク情報 ] タブには、 現在ディスク ド ライブに入っているディ
スクの詳細情報が表示されます。 チャプターのタイ トルやディスク
のバージ ョ ン情報を  MoovieLive から取得するには、 [ ダウンロード ] 
ボタンをクリ ッ クします。

注 ： ムービーのディスクに複数のバージョ ンがある場合 ( ワイドスクリー

ン版、 ディ レクター カッ ト版、 2 枚組み版など )、 一覧から選択する

か、 [ ディスクバージ ョ ン ] の欄にバージ ョ ン名を入力します。

チャプタータイ トルの編集

CyberLink PowerDVD では、 ディスクの各チャプターのタイ トルを入
力することができます。 あとでこのムービーを視聴する場合、 タイ
トルを書き込んでお く と検索が便利です。

チャプタータイ トルを編集するには、 次の操作を行います。

1. [ ディスク情報 ] タブの [ チャプターのタイ トルを編集 ] をク

リ ッ クします。

2. チャプターの [ タイ トル ] の欄をクリ ックしてタイ トルを入力

します。

3. チャプタータイ トルの書き込みが終わったら、 [ 保存 ] ボタン

をクリ ックします。
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ムービーコレクシ ョ ン
[ ムービーコレクシ ョ ン ] には、 お気に入りムービー、 所有するムー
ビー、 作成またはダウンロード した Movie Remix の一覧が表示され
ます。

注 ： * CyberLink PowerDVD のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細につ

いては、 Readme ファイルを参照して ください。

[ ムービーコレクシ ョ ン ] を表示するには、 メインコン ト ロールパネ
ルで  を選択します。

ムービーコレクシ ョ ンを FancyView で見るには、  ボタンをク
リ ッ クします。 リモコン、 ノートブックのタ ッチパッ ド、 キーボー
ドを使うか、 マウスでサムネイルをクリ ック＆ド ラ ッグして、 ムー
ビーをスクロールします。

右上の検索機能を使用すると、 コレクシ ョ ン内の特定のムービーや 
Movie Remix を検索できます。

マイムービー
[ マイムービー ] タブにはユーザーが所有するムービー、 または [
ムービー情報 ] タブで追加したムービーの一覧が表示されます。 こ
のウィンドウで、 お気に入りのムービーを手作業で追加することも
できます。

[ マイムービー ] タブは、 視聴したムービーや所有するムービー、 興
味のあるムービーを記録してお くのに便利です。 ムービーを追加す
ると、 ムービータイ トルのリンクをクリ ッ クするだけで MoovieLive 
ウェブサイ ト上のムービー情報にリンクし、 Movie Remix を検索する
こともできます。 ムービーの最新のレビューを見るには、 [ レビュー
] のリンクをクリ ッ クします。

[ マイムービー ] にあるムービーの詳細情報を表示するには、  ボタ
ンをクリ ッ クします。 [ ムービー情報 ] ウィンドウが表示されます。
詳細については、 54 ページの 「ムービー情報」 を参照して くださ
い。
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注 ： CyberLink PowerDVD 9 で視聴したムービーには、 チャプターアイコン  

  が表示されます。 このアイコンをクリ ックして、 チャプター

ビューワーのサムネイルを表示します ( ディスクがド ライブに入って

いない場合も表示可能 )。

マイムービーにムービーを追加

CyberLink PowerDVD では、 まだ見ていないムービーを  [ マイムー
ビー ] に追加することもできます。

ムービーを  [ マイムービー ] に手作業で追加するには、 次の操作を実
行します。

1. [ ムービーを追加 ] ボタンをクリ ッ クします。

2. [ ムービーを検索 ] ウィンドウで、 マイムービーに追加する

ムービーの名前を入力し、 [OK] をクリ ッ クします。 ムービー

の候補が一覧表示されます。

3. [ 検索結果 ] ウィンドウで追加するムービーを選択し、 [OK] を
クリ ッ クします。

4. ディスクの種類を選択し  ( ディスクを所有していない、 もし く

はコレクシ ョ ンに登録するだけの場合は、 [ ムービー ] を選択

)、 [OK] をクリ ックします。

注 ： 対象のムービーがない場合、 [ ムービー情報 ] ウィンドウで手作業で

追加します。 詳細については、 55 ページの 「MoovieLive にムービー

を追加」 を参照して ください。

新しいムービーを  [ マイムービー ] に追加したら、 [MoovieLive と同
期 ] ボタンをクリ ッ クして、 更新した情報を  MoovieLive ウェブサイ
トにアップロード し、 他の人達と共有します。

マイ  Movie Remix
[ マイ  Movie Remix] タブは、 Movie Remix ルームで作成された、 もし
くは MoovieLive でダウンロード された Movie Remix の一覧が表示さ
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れます。 Movie Remix を再生するには、 該当するムービーディスクを
挿入し、  ボタンをクリ ッ クします。

作成した Movie Remix を  MoovieLive にアップロードするには、
[MoovieLive にアップロード ] ボタンをクリ ッ クします。

PowerDVD での再生記録
[PowerDVD での再生記録 ] タブには、 CyberLink PowerDVD 8 あるい
は 9 で再生した視聴履歴が表示されます。

 アイコンをクリ ッ クして、 チャプタービューワーのチャプター
サムネイルを表示します ( ディスクがド ライブに入っていない場合
も表示されます )。  をクリ ックして、 視聴記録を編集します。
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Movie Remix ルーム

Movie Remix ルームで、 お気に入りムービーのマイバージ ョ ンやパロ
ディーを作成することができます。 作成した Movie Remix は、
MoovieLive ウェブサイ トにアップロード して、 公開することができ
ます。

注 ： * CyberLink PowerDVD のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細につ

いては、 Readme ファイルを参照して ください。

Movie Remix ルームを見るには、 メインコン ト ロールパネルで  
を選択します。 

[Movie Remix ルーム ] では、 とてもクリエイテ ィブなシーンが作成で
きます。 お好みでシーンを編集し、 文字やオブジェク トや音楽など
のエフェク ト を追加して、 マイバージ ョ ンのムービーが作成できま
す。

CyberLink PowerDVD を使用すると、 お気に入りのムービーから、 自
分スタイルのバージ ョ ンが作成できます。
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注 ： Movie Remix の作成や再生には、 素材のムービーディスクをディスク

ド ライブにセッ ト してお く必要があります。

シーンの選択
Movie Remix を作成するには、 最初に Remix 用に使うシーンを選択し
ます。 特定のムービーからシーンを好きなだけ選択できます。

新しいシーンを選択するには、 次の操作を行います。

1. [Movie Remix] ウィンドウで  ボタンをクリ ッ クして、 素

材のムービーが表示されているか確認します。

2. 再生コン ト ロールを使用して、 使用するシーンの始点を見つ

け、  ボタンをクリ ックします。

注 ： ディスク メニューにあるシーン選択のボタンは無効化されます。

3. 再生コン ト ロールを使用して、 使用するシーンの終点を見つ

け、  ボタンをクリ ッ クします。

4. 追加したシーンが、 ナビゲーシ ョ ンスライダーに黄色で示さ
れ、 さらにシーン / エフェク トのパネルに表示されます。

注 ： シーンの編集方法は、 後ほど編集ウィンドウで行います。 詳細につ
いては、 66 ページの 「シーンのト リ ミング」 を参照して ください。

追加するシーンすべてについて、 この手順を繰り返します。 選択し
たシーンは、  および  シーンボタンをクリ ッ クするか、  ボ
タンを選択してプレビューします。

注 ： Movie Remix の作成中に、 新しいシーンが選択できます。  ボタ

ンをクリ ックして、 前の手順を再度実行します。
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シーンにエフェク ト を追加
シーンの選択が終了したら、 音楽、 文字、 各種オブジェク トや画像
など、 さまざまなエフェク トが追加できます。 追加するエフェク ト
の数やタイプは、 自由に決められます。 想像力を思い切り発揮して
ください。

エフ ェク トの追加

シーンにエフェク ト を追加すると、 特定の瞬間に注目を集めたり、
オブジェク ト、 画像、 カスタムの字幕、 BGM などを使用してユーモ
アあふれる作品にしたりできます。

シーンにエフェク ト を追加するには、 次の操作を行います。

1. シーン / エフェク トのパネルで、 エフェク ト を追加するシー

ンをダブルクリ ックします。

2. 再生コン ト ロールを使用して、 エフェク トの表示を始める
シーンの正確な位置を見つけます。

3.  ボタンをクリ ッ クして、 次のいずれかを実行します。

• フレーム ＆ オブジェク ト ：  をクリ ッ クし、 表示されるア

イテムからフレームやオブジェク ト を選択して、 これをダブ
ルクリ ックするか、 ド ラ ッグ＆ドロップします。

• 画像 ：  をクリ ッ クし、 [ ソースの選択 ] ドロップダウンメ

ニューで [ 参照 ] を選択して、 使用する写真が保存されている

フォルダを選択します。 表示されるアイテムから画像を選択
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して、 これをダブルクリ ックするかド ラ ッグ＆ドロップしま
す。

• タイ トルテンプレート ： をクリ ッ クし、 表示されるアイテ

ムからタイ トルのテンプレート を選択して、 これをダブルク
リ ックするかド ラ ッグ＆ドロップします。 テキストボックス
をダブルクリ ックして、 文字を入力します。

• 音声 ：  をクリ ッ クし、  ボタンをクリ ックして、 音楽

ファイルが保存されているフォルダを選択します。 表示され
るアイテムから音楽ファイルを選択して、 これをダブルク

リ ックするかド ラ ッグ＆ドロップします。 音楽が追加され

たというアイコンが表示されます。

4. 追加したエフェク ト をクリ ックし、 好みの位置までド ラ ッグ
します。

5. エフェク トの角や端をクリ ック＆ド ラ ッグし、 好みのサイズ
に変更します。 また、 上部のポイン ト をクリ ッ クしてマウス
で回転させ、 角度を変えることもできます。

注 ： エフェク トの長さは [Movie Remix の設定 ] タブで指定するデフォルト

の設定によって変わります。 エフェク ト長さやその他の設定につい
ては、 66 ページの 「シーンのト リ ミングとエフェク トの編集」 を参

照して ください。

音声の録音

お好きな音声を録音して、 Movie Remix に使用することもできます。
Movie Remix のこの機能を使って、 吹き替えができます。

音声を録音するには、 次の操作を行います。
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1. 吹き替えをするシーン / エフェク トのパネルをダブルクリ ッ

クします。

2.  ボタンをクリ ッ クして、  をクリ ッ クします。

3. マイクなどの録音機器がコンピュータに接続されていること
を確認して ください。

4. 再生コン ト ロールを使用して、 吹き替えをするシーンの正確
な位置を見つけます。

5. 音楽ウィ ンドウの [ 音声を録音 ] セクシ ョ ンで、  ボタ

ンをクリ ッ クします。 

注 ： マイクスライダーを使用して録音デバイスの入力音量を調節します。

6.  ボタンをクリ ックして録音を停止し、 音声をシーン

に追加します。 音声が追加されたというアイコンが表示さ

れます。

注 ： エフェク トの長さは、 [Movie Remix の設定 ] タブで指定するデフォル

トの設定によって変わります。 エフェク ト長さやその他の設定につ
いては、 73 ページの 「音声プロパティーの編集」 を参照して くださ

い。
65



CyberLink PowerDVD
シーンのト リ ミングとエフェク トの編集
シーンとエフェク トの追加が完了したら、 編集設定で仕上げをして
作品を完成させます。

シーンのト リ ミ ング

シーンを ト リ ミングして、 始点と終点を正しい位置に設定し、 識別
しやすいように名前をつけます。

既存のシーンを編集するには、 次の操作を行います。

1. ト リ ミ ングするシーン / エフェク トのパネルをクリ ックしま

す。

2.  ボタンをクリ ッ クします。 [ プロパティーを編集 ] パネ

ルが表示されます。 

3. シーンを次のように編集します。

• シーン名 ： 必要に応じてシーンに名前をつけます。
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• 開始時間 ： 必要に応じて、 シーンの開始時間を設定します。

 ボタンや  ボタンを使って、 正確な開始時間を設定しま

す。

• 終了時間 ： 必要に応じて、 シーンの終了時間を設定します。

 や  ボタンを使って、 正確な終了時間を設定します。

4. シーンのプロパティーパネルを非表示にするには、  をク

リ ッ クします。

フレーム、 オブジェク ト、 画像のプロパティーの編
集

フレーム、 オブジェク ト、 画像を  Movie Remix に追加したら、 クロ
マキーや透明度などを適用して、 それぞれのプロパティーを編集で
きます。

エフェク トのプロパテ ィーを編集するには、 次の操作を行います。

1. シーン / エフェク トのパネルで、 編集するフレーム、 オブ

ジェク ト、 画像をクリ ックします。
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2.  ボタンをクリ ッ クします。 プロパテ ィー編集パネルが

表示されます。 

3. プロパティーを次のように編集します。

• 開始時間 ： 必要に応じて、 エフェク トが表示される開始時間

を選択します。  や  ボタンを使って、 正確な開始時間を

設定します。

• 終了時間 ： 必要に応じて、 エフェク トが消える終了時間を選

択します。  や  ボタンを使って、 正確な終了時間を設定

します。
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• クロマキーの適用 ： クロマキーをエフェク トに適用し、 エ
フェク トの一部を映像に合成する場合に、 このオプシ ョ ンを

選択します。 をクリ ッ クし、 合成する画像の色をクリ ック

します。 映像に合成する画像の量をスライダーで調節します。

• シャ ドウの適用 ： フレーム、 オブジェク ト、 画像に影をつけ
る場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。

• 枠線の適用 ： フレーム、 オブジェク ト、 画像に枠線をつける
場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。

• 透明度 ： スライダーを使って、 フレーム、 オブジェク ト、 画
像の透明度を調節します。 

4. プロパティーパネルを非表示にするには、 をクリ ッ クしま
す。

エフ ェク トにモーシ ョ ンを追加

Movie Remix のエフェク トにモーシ ョ ンを追加して、 画面を移動させ
ることもできます。 定義済みのモーシ ョ ンが適用されているオブ
ジェク トについては、 用途に合った別のモーシ ョ ンを選択すること
ができます。 

モーシ ョ ンを追加 / 編集するには、 次の操作を行います。
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1. シーン / エフェク トのパネルで、 モーシ ョ ンを追加するフ

レーム、 オブジェク ト、 画像をクリ ックします。

2.  ボタンをクリ ックして、  ボタンをクリ ックします。

モーシ ョ ンプロパティーパネルが表示されます。 

3. 使用するモーシ ョ ンパスのテンプレート をリス トから選択し
ます。

4. プロパティーパネルを非表示にするには、 をクリ ッ クしま
す。

文字プロパティーの編集

色、 フォン トのプロパティー、 表示時間など、 Movie Remix の文字の
プロパテ ィーを編集できます。

文字のプロパテ ィーを編集するには、 次の操作を行います。

1. シーン / エフェク トのパネルで、 編集する文字アイテムをク

リ ックします。
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2.  ボタンをクリ ッ クします。 プロパテ ィー編集パネルが

表示されます。 

3. プロパティーを次のように編集します。

• フォン ト ： フォン ト、 サイズ、 その他のプロパティーを必要
に応じて設定します。

• カラー ： 文字の開始色と終了色を選択して、 フォン トのグラ
デーシ ョ ンを設定します。 単色表示にする場合は、 開始色と
終了色に同じ色を選択します。 また、 枠線にも色を指定でき
ます。 色をクリ ッ クしてダイアログで枠線の色を選択します。

• 開始時間 ： 必要に応じて、 Movie Remix に文字が表示される開

始時間を選択します。  や  ボタンを使って、 正確な開始

時間を設定します。

• 終了時間 ： 必要に応じて、 Movie Remix から文字が消える終了

時間を選択します。  や  ボタンを使って、 正確な終了時

間を設定します。
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4. プロパティーパネルを非表示にするには、  をクリ ッ クしま

す。

タイ トルにエフェク ト を追加

文字の回転やワイプなど、 さまざまなタイ トル エフェク ト を  Movie 
Remix の文字に適用できます。 

タイ トルにエフェク ト を追加するには、 次の操作を行います。

1. シーン / エフェク トのパネルで、 エフェク トに追加する文字

をクリ ックします。 

2.  ボタンをクリ ッ クして、  ボタンをクリ ッ クします。

モーシ ョ ンプロパティーパネルが表示されます。 

3. 文字のエフェク ト をリス トから選択します。

注 ： 一覧のアイテムにマウスカーソルを合わせると、 エフェク ト をプレ
ビューできます。
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4. プロパティーパネルを非表示にするには、  をクリ ッ クしま

す。

音声プロパティーの編集

音声のプロパテ ィーを編集して、 ミキシング レベルやフェードイ
ン、 フェードアウト を設定できます。

音声のプロパテ ィーを編集するには、 次の操作を行います。

1. シーン / エフェク トのパネルで、 編集するオーディオアイテ

ムをクリ ックします。

2.  ボタンか  ボタンをクリ ッ クします。 プロパテ ィー

編集パネルが表示されます。 
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3. プロパティーを次のように編集します。

• 開始時間 ： 必要に応じて、 Movie Remix で音声が始まる開始時

間を選択します。  や  ボタンを使って、 正確な開始時間

を設定します。

• オーディオミキシング ： スライダーを使用して、 追加した音

声と映像の元の音声とのミキシングレベルを調節します。

• フェードイン ： 音声をフェードインする場合に、 このオプ
シ ョ ンを選択します。

• フェードアウト ： 音声をフェードアウトする場合に、 このオ
プシ ョ ンを選択します。

4. プロパティーパネルを非表示にするには、  をクリ ッ クしま

す。

Remix の仕上げ
作成した Movie Remix は、 MoovieLive ウェブサイ トに公開すること
ができます。 エクスポート して別のコンピュータにインポートする
こともできます。
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Movie Remix の保存

Movie Remix を保存する場合、 最初に以下の情報を入力します。 

• タイ トル ： Movie Remix のタイ トルを入力します。 Movie 
Remix を保存する際は、 この欄に必ず入力します。

• タグ ： Movie Remix のタグを入力します。 複数のタグを入力す

るには、 カンマ、 セミ コロン、 スペースで区切ります。 Movie 
Remix に関するキーワードを、 MoovieLive で他の人たちが検索

しやすいように入力します。

• 音声言語 ： Movie Remix で使う音声言語を選択します。 

• 字幕 ( 主 ) ： Movie Remix で使う字幕言語を選択します。

• 画面アングル ： Movie Remix で使う画面アングルを選択しま

す。

• 説明 ： Movie Remix の説明や、 素材のムービーとの違いなどを

入力します。  

注 ： Movie Remix のこれらの情報は、 [ メニュー ] の [ プロパティーを編集

] から、 いつでも編集できます。
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Movie Remix のアップロード

Movie Remix を作成したら、 MoovieLive ウェブサイ トにアップロード
して、 友達やムービーファンの人達と共有することができます。

注 ： MoovieLive にサインインしてから、 Movie Remix をアップロード して

ください。

作成した Movie Remix を  MoovieLive にアップロードするには、 次の
操作を行います。

1. [ メニュー ] の [ 保存とアップロード ] を選択します。

2. 必要に応じて、 Movie Remix のプロパテ ィーを編集します。

3. MoovieLive にログインするには、 MoovieLive のウェブサイ ト

に電子メールとパスワードを入力して、 [OK] をクリ ックしま

す。

4. MoovieLive にアップロードするか表示されたら、 [ はい ] をク

リ ッ クします。

Movie Remix のエクスポート

Movie Remix は、 RMX ファイルとしてエクスポート し、 CyberLink 
PowerDVD 8 または 9 がインストールされている別のコンピュータに
インポートできます。

注 ： Movie Remix ファイルは、 CyberLink PowerDVD 8 または 9 の Movie 
Remix ルームにインポートすることも、 同様の方法で通常のファイル

としてインポートすることもできます。 詳細については、 21 ページ

の 「ファイルの再生」 を参照して ください。

Movie Remix をエクスポートするには、 次の操作を行います。

1. [ メニュー ] から  [ エクスポート ] を選択します。

2. 必要に応じて、 Movie Remix のプロパテ ィーを編集します。

3. [ 参照 ] ボタンを使って、 エクスポートする  Movie Remix ファ

イルを保存する場所を選択します。

4. [OK] をクリ ッ クします。
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設定

この章では、CyberLink PowerDVD を設定する方法を説明します。[ 設定 ] ウィ

ンドウは、再生コン トロールの  ボタンをクリ ッ クするか、キーボードの

Ctrl + C を押すと表示されます。

この章の構成は、 以下の通りです。

• 「ユーザーインターフェイスの設定」  78 ページ

• 「プレイヤーの設定」  80 ページ

• 「動画の設定」  86 ページ

• 「音声の設定」  92 ページ

• 「アスペク ト比の設定」  102 ページ

• 「DVD の設定」  105 ページ

• 「Blu-ray ディスクの設定」  107 ページ

• 「MoovieLive の設定」  110 ページ

• 「Movie Remix の設定」  112 ページ

• 「モバイル電源の設定」  114 ページ

注 ： Dolby、 Pro Logic、 Surround EX、 Dolby Digital Plus、 Dolby TrueHD、
DD シンボルは、 Dolby Laboratories の登録商標です。 DTS、 DTS 96/
24、 DTS-HD は、 DTS ( デジタル ・ シアター ・ システムズ ) の登録商標

です。
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ユーザーインターフェイスの
設定

ユーザーインターフェイスのタブで、 CyberLink PowerDVD のスタイ
ルの設定を行います。

PowerDVD のスタイル

CyberLink PowerDVD の好みのスタイルを選択します。 以下から選択
します。 

• モード ： クラシックモード  または シネマモード。 詳細につい

ては、 3 ページの 「PowerDVD のプログラムとモード」 を参照

して ください。

• スキン ： 各モードで使用するスキンを選択します。

注 ： スキンはダウンロード もできます ( 追加バージョ ンがある場合 ) 。 [
ダウンロード ] ボタンをクリ ックしてスキンをダウンロード します。
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言語

[ 言語 ] オプシ ョ ンで、 CyberLink PowerDVD のユーザーインターフェ
イスの言語を選択します。

• [ システムのデフォルト言語を使用する ] を選択すると、 オペ

レーシ ョ ンシステムと同じ言語に設定されます。

• [ ユーザー定義 ]  を選択して、 ドロップダウンメニューから使

用する言語を選択します。
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プレイヤーの設定
[ プレイヤー ] タブで、 CyberLink PowerDVD の動作を設定します。

このタブの設定は次のように行います。

デフォルトのディスク ド ライブ

コンピュータに複数のディスク ド ライブがある場合は、 [ デフォルト
のディスク ド ライブ ] オプシ ョ ンで、 デフォルトのド ライブを選択
します。

オート レジューム設定 ( 続きから再生 ) 

[ オート レジューム設定 ] オプシ ョ ンで、 ディスクを挿入後、 どこか
ら再生するかを選択します。 この機能の詳細については、 19 ページ
の 「オート レジューム ( 続きから再生 )」 を参照して ください。
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[ オート レジューム設定 ] のドロップダウンメニューから選択しま
す。 ディスク挿入時に、 プロンプ ト表示をしない場合は、 [ ムービー
の始めから再生する ] か [ 前回の続きから再生する ] を選択します。

プレイヤーオプシ ョ ン

• Windows 起動時に、 PowerDVD 9 を自動起動する ： Windows 
にログインすると、 自動的に CyberLink PowerDVD を起動する

場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。

• ツールチップを表示する ： 特定の機能をカーソルでポイン ト
すると、 ツールチップを表示する場合に、 このオプシ ョ ンを
選択します。

• DVD+VR 規格を有効にする ： DVD+VR ディスクの再生を可能

にする場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。

• インターネッ トから製品情報を取得する ： 新しい製品情報が
あれば、 自動的に情報を取得する場合に、 このオプシ ョ ンを
選択します。

• 再生の停止時に評価ダイアログを表示する ： 再生を停止する

時に、 評価ダイアログ ( インターネッ ト接続されていない場合

にのみ表示 ) を表示しない場合は、 このオプシ ョ ンを選択解除

します。

再生画面の設定

• フルスクリーンで再生する ： コンテンツをフルスクリーンで
再生する  ( デフォルト ) 場合は、 このオプシ ョ ンを選択しま

す。 

• 動画を常に手前に表示する ： コンピュータでプログラムや
ウィンドウを開いていても、 動画を常に手前に表示する場合
は、 このオプシ ョ ンを選択します。

プレイヤーの詳細設定
[ プレイヤー ] タブで、 詳細設定を行う こともできます。 詳細設定を
行うには、 [ 詳細設定 ] ボタンをクリ ッ クします。 次のタブからひと
つを選択します。

• OSD ( オンスクリーンディスプレイ )
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• キャプチャ

• キーボード / マウス

• デフォルト設定

• ファイルの関連付け

OSD ( オンスクリーンディスプレイ ) 
OSD ( オンスクリーンディスプレイ ) の設定をする場合に、 このタブ
を使います。 OSD は、 使用中の機能や現在のステータスを、 動画コ
ンテンツ上に文字で表示する機能です。

OSD

[ 有効化する ] を選択すると再生中に OSD が表示されます。 OSD の表
示時間も入力できます。

表示位置

OSD の表示位置を、 4 つのオプシ ョ ンから選択します。

フォン ト  

[ フォン トの設定 ] をクリ ッ クして、 OSD のフォン トの種類とサイズ
を設定します。 

カラー

[ 文字 ] か [ 背景 ] をクリ ッ クして、 OSD 用の色を選びます。 [ 透明化
] を選ぶと、 OSD の背景は透明になります。

キャプチャ

[ キャプチャ ] タブでは、 フレームのキャプチャ  ( スナップシ ョ ッ ト ) 
方法を設定します。 詳細については、 49 ページの 「お気に入りの
シーンのフレームをキャプチャする  ( スナップシ ョ ッ ト )」 を参照し
て ください。

デフォルトキャプチャモード

• クリ ップボードにキャプチャする ： 画像をクリ ップボードに
キャプチャし、 その後に他の保存先またはプログラムに手動
で貼り付ける場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。
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• 壁紙として中央にキャプチャする ： キャプチャ画像をコン

ピュータの壁紙として中央に表示する場合に、 このオプシ ョ
ンを選択します。

• 壁紙として並べてキャプチャする ： キャプチャ画像をコン

ピュータの壁紙として並べて表示する場合に、 このオプシ ョ
ンを選択します。

• ファイルとしてキャプチャする ： キャプチャした画像を特定
の形式のファイルとしてコンピュータのスナップシ ョ ッ ト
フォルダに保存する場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。
ドロップダウンメニューから、 保存するファイル形式を選択
します。 [ 参照 ] をクリ ッ クしてフォルダを選択し、 キャプ

チャした画像の保存先として指定します。

キャプチャ  アスペク ト比

• 元のソースサイズに合わせる ： 元の動画サイズ (720X480 や 
720X576 など ) で画像をキャプチャする場合に、 このオプシ ョ

ンを選択します。

• 画面サイズに合わせる ： キャプチャ画像を現在の画面サイズ
に合わせて保存する場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。

• カスタムサイズ ： キャプチャ画像のサイズをカスタム設定 ( 縦
横サイズを入力 ) する場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。

キーボード / マウス

[ キーボード / マウス ] タブで、 マウススクロールとキーボードの設
定をします。

マウススクロール設定

マウスのスクロールホイールを使って実行する機能を、 ドロップダ
ウンメニューから選択します。

キーボード設定

このオプシ ョ ンでは、 キーボードで [Page Up] ( 巻き戻し ) または 
[Page Down] ( 早送り ) キーを押したときのタイムシークを指定しま
す。 入力した秒数に基づいて、 再生中の動画コンテンツを巻き戻し /
早送り  ( ジャンプ ) します。
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デフォルト設定
• [ デフォルト設定 ] タブで、 ディスクコンテンツのデフォルト

言語を設定します。 [ カスタマイズ ] オプシ ョ ンで、 ディスク

のメニュー、 字幕、 音声のデフォルト言語を選択します。

• オペレーシ ョ ンシステムと同一のディスク メニュー、 字幕、
音声を自動的に表示する場合は、 [ ユーザーインタフェイスの

言語と同一のものを使用する ] を選択します。

注 ： ただし、 デフォルト言語として設定しても、 ディスクコンテンツに
その言語が含まれない場合は表示されません。

フ ァイルの関連付け

[ ファイルの関連付け ] タブでは、 CyberLink PowerDVD がデフォルト
のプレイヤーの場合の、 ファイル形式を設定します。

チェ ックボックスの意味は以下の通りです。

•  このファイル形式には、 CyberLink PowerDVD がデフォルト

プレイヤーとして指定されていません。

•  このファイル形式の一部に、 CyberLink PowerDVD がデフォ

ルトプレイヤーとして指定されています。

•  このファイル形式のすべてに、 CyberLink PowerDVD がデ

フォルトプレイヤーとして指定されています。

注 ： 拡張子はカテゴリ別に関連付けを有効化、 無効化します ( 個別には指

定できません ) 。

コンピュータでファイルの関連付け一覧にある形式のファイルをダ
ブルクリ ックすると、 CyberLink PowerDVD が自動的に起動して再生
を開始します。

• 挿入したディスクを自動再生する ： ディスクをディスク ド ラ
イブに挿入したときに、 CyberLink PowerDVD が自動的に再生

を開始するようにするには、 このオプシ ョ ンを選択します。
 84



第 4 章 : 設定
• IFO ファイルを再生する ： IFO ファイルのデフォルトプレイ

ヤーに CyberLink PowerDVD を設定するには、 このオプシ ョ ン

を選択します。
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動画の設定
[ 動画 ] タブでは、 CyberLink PowerDVD での動画再生設定を行いま
す。

 ハードウェアアクセラレーシ ョ ン  

• ハードウェアアクセラレーシ ョ ン機能を有効にする ： このオ
プシ ョ ンを選択すると、 ディスプレイカードの能力が十分で
ある場合に、ハードウェアによる  IDCT  ( 逆離散コサイン変換 ) 
および動き補償 ( モーシ ョ ン  コンペンセーシ ョ ン ) を有効化し

て、 再生をよりスムーズに行います。 このオプシ ョ ンを有効
にすると、 一部の機能は使用できな く なります。
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TrueTheater エフェク ト

注 ： * CyberLink PowerDVD のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細につ

いては、 Readme ファイルを参照して ください。

TrueTheater エフェク トは、 DVD を最高画質で見るための CyberLink 
独自の映像技術です。

注 ： TrueTheater エフェク トは、 Blu-ray ディスクタイ トルの再生時は使用

できません。 TrueTheater エフェク トは、 ハードウェアアクセラレー

シ ョ ンが有効になっている間は、 使用できません。

• 自動調整 ： このオプシ ョ ンを選択すると、 TrueTheater エフェ

ク ト を適用し、 CPU 使用率およびモバイル電源設定 ( ノート

ブックのみ ) に応じて、 TrueTheater TrueTheater  HD と  Motion 
の値を自動調整します。

• TrueTheater HD ： このオプシ ョ ンを選択すると、 元の動画を

より高い解像度 ( よりシャープ、 ノイズなし ) にアップスケー

ルします。 TrueTheater HD は、 480p から 1080p までブースト

可能です。 スライダを使ってシャープを最適に調節します。

• TrueTheater Lighting (CyberLink Eagle Vision 2) ： これは、

CyberLink 独自の映像技術で、 動画コンテンツの明るさ、 コン

ト ラス ト、 彩度を調整します。 これにより、 非常に暗いシー
ンから明るいシーンまで幅広い映像が入ったムービーを再生
する際にも、 色の設定を変更する必要はな く なります。 スラ
イダを使って、 TrueTheater Lighting をお好みのレベルに調整

します。

• TrueTheater Motion ： このオプシ ョ ンを選択すると、 フレー

ムレート を 24fps から  60fps にアップサンプリングし、 アク

シ ョ ンムービー等の動きのあるシーンをよりスムーズに表示
します。 [ スムーズ ( 弱 )] を選ぶと、 フレームレートは、 元の

ムービーコンテンツの二倍になります。 [ スムーズ ( 強 ) ] を選

ぶと、 ディスプレイの出力フレームレートによって、 DVD コ
ンテンツを毎秒 60 フレームか 72 フレームのフレームレート

まで改善します。 
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TrueTheater ディスプレイモード

[TrueTheater ディスプレイモード ] オプシ ョ ンは、 TrueTheater エフェ
ク ト を有効にしている場合に使用可能で、 動画再生中にオプシ ョ ン
を選択することができます。

•  を選択すると、 全体の映像に TrueTheater エフェク トが

適用されます。  を選択すると、 左半分には元の映像が、

右半分には TrueTheater エフェク トが適用され、 両方を比較す

ることができます。  を選択すると、 左半分には元の全体

映像が、 右半分には TrueTheater エフェク トが適用された同一

の映像をプレビューします。

注 ： 比較ディスプレイモードは、 ディスク メニューでは機能しません。

カラープロファイル

[ カラープロファイル ] のドロップダウンメニューからプロファイル
を選択し、 再生する動画コンテンツのカラースキーム全体を変更し
ます。 [ オリジナル ] を選択すると、 再生中のディスクのカラース
キームが使用されます。 [ ビビッ ド ]、 [ ブライ ト ]、 [ シアター ] で
は、 動画表示の色が向上します。 [ 詳細設定 ] で、 カスタムのカラー
プロファイルを作成することもできます。 詳細については、 90 ペー
ジの 「カラー」 を参照して ください。

注 ： TrueThearre Lighting を有効にすると、 カラープロファイル機能が無効

になります。

動画詳細設定
 [ 動画 ] タブでは、 動画の詳細設定もできます。 詳細設定を行うに
は、 [ 詳細設定 ] ボタンをクリ ッ クします。 次のタブからひとつを選
択します。

• スマートデインターレースモード

• デュアルディスプレイモード  ( オーバーレイとクローンモード

を使用 )
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• カラー

• 画質

注 ： オプシ ョ ンの一部は、 再生時にのみ使用できます。

スマートデインターレースモード

この設定では、 ディスプレイ画面の環境設定に応じた変更が可能で
す。

• デインターレースモードを使用しない場合は、 [ 使用しない ] 
を選択します。

• CPU 使用率を低くする場合は、 [ 使用する ] を選択します。

注 ： TrueTheater 動画エフェク トが有効になっている場合、 デインター

レースオプシ ョ ンは使用できません。

• 使用する場合、 [ デインターレースの設定 ] のドロップダウン

リス トから選択します。 上級ユーザーは、 ニーズに合ったオ
プシ ョ ンを選択して ください。

• デインターレースを使用する場合は、 [ スマート  デインター

レースを使用する ] を有効にし、 [ ピクセル適合 ( アドバンス ) 
] に設定することをお勧めします。 これを設定することで、 画

像が最適化されます。

デュアルディスプレイモード  ( オーバーレイとクロー

ンモードを使用 ) 
デュアル ディスプレイモードを有効にすると、 動画を 2 台のディス
プレイ  ( たとえばコンピュータのモニターとテレビ ) で表示できま
す。 使えるオプシ ョ ンは、 お使いのビデオディスプレイカードに
よって異なります。

注 ： 現時点では、 デュアル ディスプレイは Windows Vista では使用できま

せん。
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• 通常設定 ( ド ライバのデフォルト設定を使用 ) ： ド ライバのデ

フォルトのオーバーレイ動作を使用するには、 このオプシ ョ
ンを選択します。 通常、 セカンダリ  モニタには黒の画像が表

示されます。

• セカンダリデバイスでフルスクリーン再生 ( オーバーレイモー

ドを使用 ) ： セカンダリ  モニタでフルスクリーン再生をする  (
オーバーレイ  モードを使用 ) 場合に、 このオプシ ョ ンを選択

します。

• Same-on-all ( オフスクリーンモードを使用 ) ： プライマリ  モ
ニタとセカンダリ  モニタの両方に同じ出力画像を表示する  (
オフスクリーンモードを使用 ) 場合に、 このオプシ ョ ンを選択

します。

• 変更なし  (VGA ド ライバ設定を使用 ) ： 現在の VGA ド ライバの

設定 ( コン ト ロールパネルで変更可能 ) を使用するには、 この

オプシ ョ ンを選択します。

カラー

カラータブを使用すると、 動画のカラースキームを手動で設定でき
ます。 既定の色スキームを調整したり、 カスタムのカラープロファ
イルを作成したりできます。

カラーコン ト ロール

[ カラーコン ト ロール ] を調節するには、 カラースキームを選択し、
希望のエフェク トまでスライダをド ラ ッグします。 各カラーの右側
のカウンタは、 変更の程度を示しています。

注 ： 使用しているディスプレイチップによっては、 変更できないコン ト
ロールもあります。 [ 元に戻す ] をクリ ックすると、 変更されたデ

フォルトのプロファイルを元の値に戻します。 これは個人的な動画
プロファイルには適用されません。

画質

H.264 のコンテンツを再生中は、 [ 画質 ] タブが表示され、 CPU に基
づいて画質を設定することができます。
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画質オプシ ョ ン

• 自動 ： PC で再生時に、 自動で最高画質で表示する場合に、 こ

のオプシ ョ ンを選択します。

• 最高画質 ： CPU を最大限に活用し、 最高画質で表示する場合

に、 このオプシ ョ ンを選択します。

• 高画質 ： 再生画質と  CPU パフォーマンスを優先する場合は、

このオプシ ョ ンを選択します。

• 標準画質 ： 画質を下げてスムーズに表示する場合には、 この
オプシ ョ ンを選択します。
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音声の設定
[ 音声 ] タブでは、 CyberLink PowerDVD での音声の設定をします。

スピーカー環境

使用しているサウンドカードやスピーカーの数に合わせて、 適切な [
スピーカー環境 ] を選択します。

• [ ヘッ ド フォン ] はヘッ ド フォンを使用して音声を聴く ノート

パソコンユーザー向けの設定です。

• [2 スピーカー ] は、 スピーカーが 2 つしかないか、 サウンド

カードが 2 チャンネル出力のみに対応するデスク ト ップや

ラップ ト ップユーザー向けの設定です。

• [4  スピーカー ] は、 4 チャンネル出力をサポート しているサウ

ンド  カードを搭載したコンピュータ向けの設定です。
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• [6  スピーカー ]  (5.1 チャンネルとも言う ) は、 6 チャンネル出

力に対応したサウンド  カードを搭載したコンピュータ向けの

設定で、 Dolby Digital 5.1 や DTS 5.1 のようなマルチチャンネル 
エンコーディングに対応する  DVD 動画タイ トルに適していま

す。

• [7 スピーカー ] および [8 スピーカー ] オプシ ョ ンは、 複数の

スピーカーを使用して音声を出力したいユーザー向けの設定
です。

• [S/PDIF 使用 ] オプシ ョ ンは高度な技術を使用したデジタルイ

ンターフェイス (Digital InterFace) で、 ソニーとフ ィ リ ップス 
(Sony、 Philips) 両社によって考案された規格です ( アナログ イ
ンターフェイスを介した従来型転送信号に対比 ) 。 6 スピー

カーを十分にお楽しみいただ くには、 外部 Dolby Digital/DTS デ
コーダと  S/PDIF 互換サウンド  カードが必要です。

注 ： S/PDIF 音声出力が有効で、 出力スト リームが PCM ではない場合、

CyberLink PowerDVD のボリュームコン ト ロールは使用できません ( デ
コーダがタスクを代行するため ) 。

• [HDMI 出力 ] は、 オーディオを  HDMI (High-Definition 
Multimedia Interface) 端子に接続しているユーザー向けの設定

です。

注 ： Windows Vista のみ、 HDMI 出力が可能です。

出力モード

このオプシ ョ ンを使用すると、 オーディオ信号で使用される特定の
処理を指定できます。 利用可能な設定を試して、 お好みの設定を選
択します。

注 ： [ 出力モード ] のドロップダウンメニューに表示されるオプシ ョ ンは、

[ スピーカー環境 ] での選択内容や使用しているコンピュータの設定

によって異なります。
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• [Dolby Surround Compatible Downmix] と  [ ステレオ ] の主な

違いは、 Dolby Surround では Dolby Surround ダウン ミ ッ クス 
アルゴリズムが使用され、 また Dolby Surround 用に 4 チャン

ネルサラウンドサウンド  ( 左、 右、 中央、 サラウンド ) を有効

化するため、 アナログの Pro Logic デコーダがサウンドカード

に接続されている可能性があることです。 このほかの点につ
いては、 2 チャンネル出力と類似しています。

• [Dolby Headphone] はバーチャルサラウンドサウンドを作り

出す後処理エフェク トで、 特にヘッ ド フォン環境に最適です
が、 ノートパソコンやデスク ト ップ環境においても有効です。
詳細については、 97 ページの 「Dolby Headphone」 を参照し

て ください。

• [TrueTheater Surround* (CyberLink ヘッ ド フォン ) ] は、 ノー

トパソコン音声をヘッ ド フォンで出力する際の音質を高める
ために、 CyberLink が開発した技術です。 [ 詳細設定 ] では、 リ

ビングルーム、 シアター、 スタジアムといった異なるリスニ
ング環境として設定できます。 詳細については、 98 ページの

「TrueTheater Surround ( ヘッ ド フォンモード ) - オプシ ョ ン」 を

参照して ください。

• [Dolby Virtual Speaker]* オプシ ョ ンを使用すると、 2 つのス

ピーカーでバーチャルサラウンドサウンドが楽します。 詳細
については、 98 ページの 「Dolby Virtual Speaker」 を参照して

ください。

• TrueTheater Surround* (CyberLink バーチャルスピーカー ) ： 
は、 CyberLink が開発したバーチャルサラウンド技術です。 詳

細については、 100 ページの 「TrueTheater Surround ( バーチャ

ルスピーカーモード ) - オプシ ョ ン」 を参照して ください。

• TrueTheater Surround* (CyberLink マルチチャンネル環境印象

テク ノロジー 2) ： CyberLink が開発したオーディオチャンネル

拡張技術で、 ステレオオーディオサウンドを変換して複数の
チャンネルに出力します (2 チャンネルの音源を 4、 6、 7、 8
スピーカーに、 または 2 チャンネルの音源を 7、 8 スピーカー

に変換 )。 詳細については、 100 ページの 「TrueTheater 
Surround」 を参照して ください。
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• Dolby Pro Logic IIx* ： には、 3 つのオプシ ョ ンがあります。 詳

細については、 101 ページの 「Dolby Pro Logic Iix ( オプシ ョ ン

)」 を参照して ください。

注 ： * CyberLink PowerDVD のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細につ

いては、 Readme ファイルを参照して ください。

S/PDIF 出力モード

Blu-ray ディスクの再生時に、 S/PDIF がスピーカー環境として選択さ
れている場合、 以下の出力モードが使用できます。 選択するべき
モードは、 コンピュータに接続されている外部デコーダ (AV 受信機 ) 
によって異なります。

• 主音声のみ ： このモードでは、 主映像の音声のみが出力され
ます (Picture-in-Picture、 セカンダリビデオスト リーム、 監督の

解説には音声が付きません ) 。 圧縮された音声形式は外部デ

コーダ (AV 受信機 ) にパススルーされます。

注 ： 主音声形式が Dolby Digital、 DD+、 DTS、 DTS-HD 以外である場合、 両

方の音声信号が同時に出力されます。

• Dolby Digital ミキシング ： このモードでは、 主映像の音声と

副映像の音声を ミキシングして Dolby Digital ビッ トス ト リー

ムにエンコードすることで、 両方の音声信号が同時に出力さ
れます。 使用している外部デコーダ (AV 受信機 ) が Dolby 
Digital に対応する場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。

• DTS ミキシング ： このモードでは、 主映像の音声と副映像の

音声を ミキシングして DTS ビッ トス ト リームにエンコードす

ることで、 両方の音声信号が同時に出力されます。 使用して
いる外部デコーダ (AV 受信機 ) が DTS に対応する場合に、 この

オプシ ョ ンを選択します。
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HDMI 出力モード

以下の出力モードは、 Windows Visita の環境で、 外部デコーダ (AV 受
信機 ) が HDMI 端子に接続されている場合に使用できます。 選択すべ
きモードは、 コンピュータに接続されている外部デコーダ (AV 受信
機 ) によって異なります。

• PCM (PowerDVD でデコード )  ： このモードでは、 アナログ信

号のデジタル表現を作成します。 このオプシ ョ ンは、 使用し
ている外部デコーダ (AV 受信機 ) が、 デジタル音声出力向けに 
Dolby Digital か DTS に対応していない場合に選択します。

• デコード されていない Dolby Digital/DTS オーディオを外部デ

バイスへ ： このモードでは、 圧縮された音声形式が外部デ
コーダ (AV 受信機 ) に渡されます。 このオプシ ョ ンは、 アンプ

や受信機が、 再生時に Dolby Digital か DTS に対応している場

合に選択します。

• デコード されていないハイデフ ィニシ ョ ン音声を外部デバイ
スへ (HDMI 1.3 のみ ) ： このこのモードでは、 Lossless の音声

形式が外部デコーダー (AV 受信機 ) に渡されます。 このオプ

シ ョ ンは、 アンプ / レシーバーが、 再生時にハイデフ ィニ

シ ョ ン音声に対応している場合に選択します。

音声の詳細設定
[ 音声 ] タブの [ 詳細設定 ] をクリ ックすると、 再生時音声の詳細設
定ができます。

注 ： 音声詳細で表示されるオプシ ョ ンは、 選択したスピーカー環境に
よって異なります。 選択した環境に合った設定を確認します。

その他の設定

このタブでは、 マルチチャンネルエンコーディングに対応する  DVD 
の音声を設定できます。

ダイナミ ッ クレンジ圧縮
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このセクシ ョ ンは、 Dolby Digital テク ノロジに対応するディスクにの
み対応します。

• 集中してムービーを楽しみたい場合、 [ 静かな環境 ] を選択し

ます。 聞き取り可能な音はすべて、 低周波から高周波まで際
立ったものとなり、 Dolby Digital のダイナミ ッ クレンジをフル

活用したものとなります。 

• 聴取環境で Dolby Digital のダイナミ ッ ク  レンジをフル活用し

ない場合、 [ 標準的な環境 ] を選択します。 Dolby Digital 音声ス

ペク トルの極端な範囲にあたる音声エフェク トは圧縮されま
す。

• ノートパソコンまたはラップ ト ップで CyberLink PowerDVD を
使用しているユーザーには、 この最後のオプシ ョ ンが適して
います。 [ 騒がしい環境 ] では、 低域のオーディオ信号が増幅

され、 聴取可能な音量が増します。

バスマネージメン ト

低音を高め、 Dolby Digital か DTS 拡張ディスクの LFE エフェク ト を強
化する場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。 ヘッ ド フォンや、 2
スピーカー、 4 スピーカーの環境で効果があります。

ヘッ ド フォンの設定

次のオプシ ョ ンは、 [ 音声 ] 設定の [ スピーカー環境 ] で [ ヘッ ド フォ
ン ] を選択している場合に使用できます。

Dolby Headphone

[Dolby Headphone] オプシ ョ ンは、 Dolby Headphone 出力時に選択し
ます。 

注 ： * CyberLink PowerDVD のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細につ

いては、 Readme ファイルを参照して ください。

モード

聴取環境にあわせて、 次のモードから 1 つを選択します。
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• DH1 ： 映画と音楽の録画 / 録音用の小さな防音個室をシュ ミ

レート します。 これは Dolby Headphone の 「Reference Room」

に相当し、 Dolby Headphone 対応の製品すべてに付属してい

ます。

• DH2 ： より音響効果に優れた音楽聴取に最適なライブ  ルーム (
ジャズクラブなど ) をシミ ュレート します。

• DH3 ： コンサートホールや映画館のような広い場所をシミ ュ

レート します。

TrueTheater Surround ( ヘッ ド フォンモード ) - オプシ ョ ン

TrueTheater Surround ( ヘッ ド フォンモード ) の詳細オプシ ョ ンでは、
異なる聴取環境をシュ ミ レートできます。

注 ： * CyberLink PowerDVD のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細につ

いては、 Readme ファイルを参照して ください。

TrueTheater Surround ( ヘッ ド フォンモード ) 

• リビングルーム ： 映画と音楽の録画 / 録音用の小さな防音個

室をシュ ミレート します。

• シアター ： 音楽聴取に最適な、 ライブ コンサート環境をシ

ミ ュレート します。

• スタジアム ： より大きなコンサート環境をシミ ュレート しま
す。

注 ： この音声オプシ ョ ンは、 プログラムの登録後に使用可能となります。
詳細については、 8 ページの 「ソフ トウェアのアップグレード」 を参

照して ください。

2 スピーカーの設定

次のオプシ ョ ンは、 [ 音声 ] 設定の [ スピーカー環境 ] で [2 スピー
カー ] を選択している場合に使用できます。

Dolby Virtual Speaker

Dolby Virtual Speaker テク ノロジを使用すると、 2 つのスピーカーで
バーチャルサラウンドサウンドを楽しめるようになります。
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注 ： * CyberLink PowerDVD のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細につ

いては、 Readme ファイルを参照して ください。
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モード

• 標準 ： 2 つのスピーカーの距離で規定するフロン ト イ メージ全

体にわたる音の幅から、 2 つのスピーカーで 5 スピーカーサラ

ウンドサウンドを作り出します。

• ワイド  1 ： 2 つのスピーカーを近づけて置いた場合に、 より広

がりのあるフロン ト イ メージを実現します。

• ワイド  2 ： このモードは [ ワイド  1] に似ていますが、 サラウン

ドスピーカーがより強調されます。

TrueTheater Surround ( バーチャルスピーカーモード ) - オプシ ョ ン

 TrueTheater Surround ( バーチャルスピーカー モード ) は、
CyberLink が開発したバーチャルサラウンド技術です。

注 ： * CyberLink PowerDVD のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細につ

いては、 Readme ファイルを参照して ください。

• リビングルーム ： 映画と音楽の録画 / 録音用の小さな防音個

室をシュ ミレート します。

• シアター ： 音楽聴取に最適な、 ライブ コンサート環境をシ

ミ ュレート します。

• スタジアム ： より大きなコンサート環境をシミ ュレート しま
す。

4/6/7/8 スピーカーの設定

次のオプシ ョ ンは、 [ 音声 ] 設定の [ スピーカー環境 ] で 4、 6、 7、 8
スピーカーを選択している場合に使用できます。

TrueTheater Surround

TrueTheater Surround ( マルチチャンネル環境印象モード ) は、
CyberLink が開発したオーディオ チャンネル拡張技術で、 ステレオ
オーディオサウンドを変換して複数のチャンネルに出力します (2
チャンネルの音源を 4、 6、 7、 または 8 スピーカーに、 または 2
チャンネルの音源を 7 または 8 スピーカーに変換 )。
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注 ： * CyberLink PowerDVD のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細につ

いては、 Readme ファイルを参照して ください。

モード

• ムービー再生 ： ムービーの再生に適しています。

• ミ ュージックモード  -  スタンダード ： 聴衆の間で演奏するコ

ンサート をシミ ュレート します。

• ミ ュージックモード  - オンステージ ： ステージでのコンサート

をシミ ュレート します。

設定

• スライダを使用して、 選択したモードの [ 前 ]、 [ 後 ]、 [ 中央

]、 [LFE] (low frequency effect) レベルを設定します。 [ デフォル

ト ] をクリ ックすると、 スライダが元のレベルに戻ります。

注 ： 使用しているスピーカーが 120Hz の低周波信号を出力できない場合、

スピーカーの破損を避けるため、 LFE の使用を控えることをお勧めし

ます。

Dolby Pro Logic Iix ( オプシ ョ ン ) 

Dolby Pro Logic IIx は、 3 つのオプシ ョ ンがあります。

注 ： * CyberLink PowerDVD のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細につ

いては、 Readme ファイルを参照して ください。

モード

• ムービーモード ： ムービーの視聴にはこのオプシ ョ ンを選択
します。

• ミ ュージックモード ： 音楽を聴くにはこのオプシ ョ ンを選択
します。

• DDEX mode ： サラウンド  サウンドで聴くにはこのオプシ ョ ン

を選択します。
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アスペク ト比の設定
[ アスペク ト比 ] タブでは、 アスペク ト比 4:3 の映像を  16:9 に変換す
る  ( あるいはその逆 ) 設定ができます。

フルスクリーンディスプレイ設定

• 常にアスペク ト比を保持する ： ビデオディスプレイのサイズ (
アスペク ト比 ) を変更しても、 アスペク ト比は変わりません。

このオプシ ョ ンは、 TrueTheater Stretch オプシ ョ ンには対応し

ません。

• リニアスト レッチ ： 動画全体を平均的にスト レッチします。
ビデオディスプレイとモニタのアスペク ト比が合わないと、
ゆがみが大き く なります。
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• TrueTheater Stretch * (CyberLink Pano Vision)  は、 非線形のビ

デオスト レッチング技術で、 画像中央のゆがみを最少に抑え
ます。 TrueTheater Stretch 機能は、 フルスクリーンモードでの

み使用できます。 ワイ ドスクリーンのアスペク ト比の DVD に
適しています ( 例 ： 4:3 モニタで 16:9 が最適 )。 この機能では 
CyberLink 独自の Pano Vision 映像技術によりムービーをスト

レッチし、 モニターのサイズに合わせます。 次のいずれかを
選択します。

注 ： * CyberLink PowerDVD のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細につ

いては、 Readme ファイルを参照して ください。 この機能は、 DxVA 
使用時に Blu-ray ディスクを再生する間、 無効になります。

•  [ スマートス ト レッチ ] オプシ ョ ンはほとんどの動画に推

奨できるもので、 画像の中央はそのままで、 端を少しカッ
ト したりス ト レッチしたり します。

• [ スト レッチスクリーン ] オプシ ョ ンは、 画像の中央はその

ままで、 端をわずかにスト レッチします。

• [ スマート  2.35:1] オプシ ョ ンは、 2.35:1 のアスペク ト比の

ディスクに適しています。 この設定では、 2.35:1 のアスペ

ク ト比のディスクを再生する場合、 ワイ ドスクリーン  (16:9 
か 16:10) の画面に最大に表示します。

• [ カスタムスト レッチ ] オプシ ョ ンを使って、 出力画像のア

スペク ト比をカスタマイズします。 [ 強度 ] スライダを使っ

て、 ス ト レッチする画像のカーブをカスタマイズします。 [
クロップサイズ ] スライダを使って、 画像のどちらかの側

のクロップマージン  ( 切り取る余白 ) を設定します (16:9
ディスプレイで 4:3 コンテンツを再生する場合、 上と下、

4:3 ディスプレイで 16:9 コンテンツを再生する場合、 右と

左 ) 。 [ オフセッ ト ] スライダを使って、 画像の位置を決め

ます。 スライダを使って、 特定のディスプレイに合ったカ
スタムスト レッチを行います。
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使用するディスプレイ

複数のディスプレイを使用している場合、 デフォルト と して使用す
るディスプレイを選択します。 

• セカンダリディスプレイ ： このオプシ ョ ンは、 クローンモー
ドでのみ使用できます。 [ セカンダリディスプレイ ] を使用す

る場合は、 画面解像度を決めるアスペク ト比を選択します。
ディプレイのアスペク ト比が 4:3 でも  16:9 でもない場合、 [ そ
の他 ] を選択し、 別のアスペク ト比をドロップダウンメニュー

から選びます。

注 ： クローンモードの場合、 両方のディスプレイの解像度は同じになり
ます。 ただし、 使用するディスプレイが 4:3 で、 別のディスプレイが 
16:9 の場合、 16:9 のディスプレイで再生する映像にはゆがみが生じ

ます。 使用するデバイスは [ セカンダリディスプレイ ] に、 アスペク

ト比は [16:9] に設定すると、 4:3 の映像はゆがみますが、 16:9 の映像

は正し く表示されます。
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DVD の設定

[DVD] タブを使って、 DVD の再生設定をします。

DVD 機能

[DVD] 機能オプシ ョ ンでは、 DVD や VCD 再生時のオプシ ョ ン設定を
行います。

注 ： このオプシ ョ ンは、 メディアを再生していない時に設定できます。

• フルスクリーンモードの時、 自動で Read-It-Clearly を適用す

る ： フルスクリーン上で字幕が見に くい場合、 このオプシ ョ
ンを選択して字幕の位置を移動します。

• 高性能モード ： Read-It-Clearly を使用中に、 このオプシ ョ ン

を選択すると性能がアップします。 
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注 ： : VGA ド ライバを最新の状態にアップグレード してから、 [ 高性能

モード ] を有効化することをお勧めします。

• DVD/VCD を  4-8 倍速でよりスムーズに再生 ： このオプシ ョ ン

を使用すると、 DVD や VCD を  4 倍速、 8 倍速で再生しても、

スムーズに再生されます。

ナビゲーシ ョ ン設定

ディスク  ド ライブに DVD-Audio と  DVD-Video の両形式が混在するハ
イブリ ッ ド  ディスクが挿入された場合に、 CyberLink PowerDVD で再
生するデフォルトの形式を指定します。

チャプタービューワーのサムネイル

チャプタービューワーを使用すると、 CyberLink PowerDVD はコン
ピュータに全チャプターのサムネイルを保存します。 サムネイルを
削除し、 ディスクの空き容量を確保するには、 次の操作を行います。

1. [ 管理 ] ボタンをクリ ックします。

2. 削除するタイ トルのサムネイルをリス トから選択します。

3. [ 削除 ] をクリ ッ クして、 コンピュータから選択した画像を削

除します。 [ 閉じる ] をクリ ッ クすると、 [DVD] 設定タブに戻

ります。
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Blu-ray ディスクの設定

[Blu-ray ディスク ] タブを使って、 Blu-ray ディスクの再生設定をしま
す。

注 ： * CyberLink PowerDVD のオプシ ョ ン機能です。 バージ ョ ンの詳細につ

いては、 Readme ファイルを参照して ください。

国コード

Blu-ray ディスクの一部は、 国コードが指定されており、 該当コード
を選択時のみ再生可能です。

• [ システムのデフォルトの国を使用 ] を選択して、 オペレー

シ ョ ンシステムと同じ国を使用します。
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• [ ユーザー定義 ] を選択し、 ドロップダウン  メニューから  
CyberLink PowerDVD で使用する国を選択します。

リージ ョ ンコード

[ リージ ョ ンコード ] セクシ ョ ンで、 コンピュータの Blu-ray ディスク
ド ライブのリージ ョ ン設定を管理、 変更します。

注 ： ディスク ド ライブのリージ ョ ン設定の変更は、 5 回まで行えます。

• ディスク ド ライブに設定するリージ ョ ンを選択します。 特定
のリージ ョ ンに設定すると、 そのリージ ョ ンのタイ トルだけ
をディスク ド ライブおよび CyberLink PowerDVD で再生できる

ようになります。

• 残りの変更可能回数 ： 変更を実施できる残り回数が表示され
ます。

BD-J アプリケーシ ョ ン認証

• 認証が無効の場合に接続する ： ディスクのデジタル署名が確
認できない、 あるいは無効の状態で Blu-ray ディスクの BD-J コ
ンテンツにアクセスする場合、 CyberLink PowerDVD は、 継続

的にインターネッ ト を使用するか、 メ ッセージを表示します。
コンテンツが安全でない場合があるためです。 このオプシ ョ
ンを選択すると、 CyberLink PowerDVD は表示なしに、 継続的

に BD-Live サイ トに接続します。

• BD-J キーボード対応を有効化 ： BD-J コンテンツでキーボード

に対応させる場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。

注 ： この機能を有効にすると、 CyberLink PowerDVD のホッ トキーはすべ

て無効になります。 

Blu-ray ディスクの設定
 [Blu-ray ディスク ] タブでは、 Blu-ray ディスクの詳細設定を行う こ
ともできます。 追加設定を行うには、 [BD-Live] タブの [ 詳細設定 ] 
ボタンをクリ ッ クします。
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ローカルスト レージ

［ローカルスト レージ］ は、 インターネッ トからダウンロード したコ
ンテンツ  ( 仮想パッケージ メディアなど ) を保存するのに使用しま
す。 

デフォルトの場所を変更する場合は、 ［参照］ をクリ ッ クして保存す
るディ レク ト リを選択します。 [ 管理 ] をクリ ッ クして、 コンピュー
タからこの追加コンテンツを削除し、 ディスクの空き容量を確保す
ることもできます。
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MoovieLive の設定

[MoovieLive] タブで、 CyberLink PowerDVD と  MoovieLive ウェブサー
ビスの関係を設定します。

自動サインイン

CyberLink PowerDVD 起動時に、 自動的に MoovieLive にサインインす
る場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。

• [MoovieLive に自動サインインする ] を選択して、 自動的に 
MoovieLive にサインインします。

注 ： ユーザー名とパスワードがない場合は、 [ サインアップ ] を選択して

サインアップして ください。
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MoovieLive の機能

このオプシ ョ ンを使用すると、 ディスク挿入時にディスク情報をダ
ウンロード したり、 ムービーのレビューや Movie Remix をアップ
ロード したり といった、 MoovieLive の詳細機能や利点を  CyberLink 
PowerDVD で使用できるようになります。

注 ： 詳細情報を取得するには、 MoovieLive のプライバシーポリシーに同

意する必要があります。 リンクをクリ ックすると、 プライバシーポ
リシーの詳細ページが表示されます。

データ言語

[ データ言語 ] オプシ ョ ンを使用すると、 CyberLink PowerDVD に表示
される  MoovieLive サイ トのムービー情報の言語を選択できます。

• [PowerDVD の言語設定と同じ ] を選択すると、 [ ユーザーイン

ターフェイス ] タブで指定している言語と同じ言語が使用され

ます。 詳細については、 86 ページの 「動画の設定」 を参照し

て ください。

• 別の言語を選択するには、 [PowerDVD の言語設定と同じ ] の
選択を解除し、 ドロップダウンメニューで言語を選択します。
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Movie Remix の設定

[Movie Remix] タブで、 Movie Remix 作成時の設定をします。

エフェク ト設定

• エフェク ト長さ  ( デフォルト ) ： Movie Remix に追加するエ

フェク トの表示時間を秒単位で入力します。

• Movie Remix のインポート時に通知する ： このオプシ ョ ンを

選択すると、 新しい Movie Remix をインポートする前に通知を

表示します。

自動保存

• Movie Remix 自動保存間隔 ： CyberLink PowerDVD で作成する  
Movie Remix の自動保存時間を入力します。 
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技術情報
[ 技術情報 ] タブでは、 再生中のディスク、 コンピュータのディスク
ド ライブ、 ハードウェア情報等の詳細を表示します。

注 ： 表示される情報は、 お使いのコンピュータの内容によって異なりま
す。 情報の一部は、 英語で記載される場合があります。
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モバイル電源の設定
バッテリー駆動のノートパソコンまたはラップ ト ップで CyberLink 
PowerDVD を使用している場合、 バッテリー残量に注意する必要が
あります。 [ モバイル電源設定 ] では、 電源設定を選択して、 バッテ
リーが指定レベル以下になった場合に再生を停止します。

電源ステータス

電源ステータスのエリアには、 現在コンピュータで使用している電
源 ( バッテリーまたは電源コード ) が表示されます。
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バッテリー

ノートブック / ラ ップ ト ップをバッテリー駆動している場合、 [ バッ
テリー ] オプシ ョ ンを使って、 再生を停止するバッテリーレベルを
指定します。

• スライダを使用して、 パーセンテージで指定します (3%-
100%) 。

電源設定

[ 電源設定 ] では、 電源の使用方法と再生パフォーマンスを設定でき
ます。

• バッテリーライフ優先 ： パフォーマンスを若干犠牲にして長
時間再生を行うには、 このオプシ ョ ンを選択します。

• 最適化 ： 品質とパフォーマンスのバランスを等し くするには、
このオプシ ョ ンを選択します。

• パフォーマンス優先 ： バッテリーライフよりも再生の質を優
先するには、 このオプシ ョ ンを選択します。

バックライ トの設定

バッテリー駆動のノートブック / ラ ップ ト ップでコンテンツを再生
する際のバックライ ト設定を行います。

注 ： この機能は Windows Vista でのみ使用できます。

• バッテリー使用時にバックライ トの明るさを調整 ： ノートパ

ソコンまたはラップ ト ップのバックライ ト を暗く してバッテ
リー消費を節約するには、 このオプシ ョ ンを選択します。

• バッテリー使用時に動画画質の強化により明るさを補正 ： 
バックライ ト を暗く してバッテリー消費を節約する際、 動画
の明るさを補うには、 このオプシ ョ ンを選択します。
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第 5 章 :

テクニカルサポート

この章では、テクニカルサポート情報について説明します。 ユーザが回答を

見つけるために役立つ情報が含まれています。 ご購入の代理店、販売店にお

問い合わせいただ く こともできます。

この章の構成は、 以下の通りです。

• 「テクニカルサポートにお問い合わせになる前に」  118 ページ

• 「ウェブサポート」  119 ページ

• 「電話サポート」  120 ページ
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テクニカルサポートにお問い
合わせになる前に

CyberLink が提供する無料テクニカルサポート をご利用ください。 

• プログラムに組み込まれている 「ユーザーガイド」 または
「オンラインヘルプ」 を参照する。

• CyberLink ウェブサイ トのサポートページの 「ナレッジベース 
(FAQ) 」 を参照する。

http://jp.cyberlink.com/prog/support/cs/index.do

FAQ にはユーザーガイドまたはオンラインヘルプよりも新しい情報
が掲載されている場合があります。

テクニカルサポートに電子メールまたは電話で連絡する際には、 次
の情報をあらかじめご用意ください。

• 登録済み CD キー (CD キーは、 CD ケース、 箱、 または 
Cyberlink ストアで製品購入時に受け取った電子メールに明示

されています ) 。

• 製品名、 バージ ョ ン、 ビルド番号 ( 通常はユーザインターフェ

イスで製品名をクリ ックすると表示されます ) 。

• お使いの Windows のバージ ョ ン。

• システムのハードウェアデバイス ( キャプチャカード、 サウン

ドカード、 VGA カード ) およびその仕様。

• 表示された警告メ ッセージの内容 ( メ ッセージの内容はメモす

るか、 スクリーンシ ョ ッ ト をとっておいて ください ) 。

• ト ラブルの詳しい内容と、 発生した状況。
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ウェブサポート
CyberLink のウェブサポートは、 24 時間いつでも無料で利用できま
す。

注 ： ウェブサポートをご利用いただ くには、 まずメンバー登録を行う必
要があります。

CyberLink では、 FAQ やコ ミ ュニテ ィ  フォーラムをはじめとしたさま
ざまなウェブサポート  オプシ ョ ンを、 次の言語で提供しています。

言語 ウェブサポート  URL

英語 http://www.cyberlink.com/prog/support/cs/
index.do

繁体中国語 http://tw.cyberlink.com/prog/support/cs/
index.do

日本語 http://jp.cyberlink.com/prog/support/cs/
index.do

イタ リア語 http://it.cyberlink.com/prog/support/cs/
index.do

ド イツ語 http://de.cyberlink.com/prog/support/cs/
index.do

フランス語 http://fr.cyberlink.com/prog/support/cs/
index.do

スペイン語 http://es.cyberlink.com/prog/support/cs/
index.do
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電話サポート
製品の技術的な問題は、 電話でもお問い合わせいただけます。 

カスタマーサポートセンター

電話 ： 0570-080-110 

受付時間 ： 10:00 ～ 13:00 / 14:00 ～ 17:00 

（土日 ・ 祝日、 弊社休業日を除く ）
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